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安心・便利な

口座振替を

ご利用ください。

●
固
定
資
産
税　

…
第
４
期

●
国
保
税
・
介
護
保
険
料
・

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
　
　
　
　
　
　

…
第
６
期

12月の納税12月の納税

P.２� まちのできごと�

P.４� くろしお子どもニュース

P.５� 健康カレンダー　

P.８� 介護保険ガイド

P.10� 教育委員会だより

P.14� 役場からのお知らせ

P.21� IWKTV番組表

P.22   まちの掲示板

P.26   ニュージーランド訪問団来町

P.28� くろしおっ子を紹介します！

主な内容

今年、出口地区の秋祭りで「さあらい（災払い・災被い）」が約10年ぶりに復活。「さあらい」は、宮本武蔵と佐々

木小次郎の決闘を模した踊りで、町内では田野浦地区の秋祭りでも長年続けられています。【関連記事3ページ】

わがまちデータわがまちデータ
●人　口　12,711人　（前月比31人減）
　　　　　　　　
●世帯数　5,788世帯
●15歳未満の年少人口　1,183人（比率9.31％）

●65歳以上の老齢人口　4,583人（比率36.06％）

●人口のうごき

2012（平成24）年10月31日現在

※７月９日の法改正により、７月から外国人住民を含む人口となっています。

2012（平成24）年10月31日現在

増加 29人　出生5人　　　   転入24人　　職権2人
【男1人　女4人】 【男1人】【男16人　女8人】 【男2人】

減少 60人　死亡29人　    転出27人　　職権4人
【男11人　女18人】 【男10人　女17人】【男1人　女3人】

【男6,028人  女6,683人】

【男622人  女561人】

【男1,839人  女2,744人】

気仙沼でひらひらしたよ！

気仙沼でひらひらしたよ！

気仙沼でひらひらしたよ！

1

2 「役場への提案」を募集します。

皆さんの声をお寄せください。（13ページ）
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１０
月

２０
日
、
カ
ツ
オ
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
黒
潮
一
番
館
で
、「
第
９
回
土
佐

さ
が
の
も
ど
り
ガ
ツ
オ
祭
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
昨
年
は
大
雨
で
し
た
が
、

今
年
は
天
気
に
恵
ま
れ
、
町
内
外
か
ら

約
６
０
０
０
人
が
訪
れ
、
脂
の
の
っ
た

も
ど
り
ガ
ツ
オ
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
カ
ツ
オ
の
た
た
き
や
お

寿
司
、
干
物
、
梨
な
ど
の
地
場
産
品
が

並
び
、
カ
ツ
オ
尽
く
し
の
「
か
つ
お
御

前
」
は
、
前
売
券
が
完
売
し
、
当
日
券

も
多
く
の
方
が
買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
今
年
は
、
幡
多
の
ア
イ
ド
ル
ラ

イ
ブ
や
、
ア
ー
ム
レ
ス
リ
ン
グ
（
腕
相

撲
）、
抽
選
会
な
ど
新
し
い
イ
ベ
ン
ト

も
加
わ
り
、
ま
す
ま
す
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
。

餅
投
げ
に
も
大
勢
が
参
加
し
、
大
盛
況

に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

 　
１１
月
２
〜
４
日
、
入
野
松
原
で

１８
回

目
と
な
る
「
潮
風
の
キ
ル
ト
展
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
天
気
に
恵
ま
れ
た
今

年
は
３
日
間
と
も
屋
外
で
展
示
。
大
小

約
６０
枚
の
キ
ル
ト
を
見
よ
う
と
、約
２
０

０
０
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
大
方
・
佐
賀
町
民
館
の
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
参
加
者
ら
が
作
っ
た
キ
ル
ト
や
、
大

方
高
校
生
の
作
品
も
あ
り
、
地
元
イ
ベ

ン
ト
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
様
子

が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
ら
っ
き
ょ
う
の
開
花
は
ま

ず
ま
ず
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
た
が
、

秋
晴
れ
の
空
の
下
、
ら
っ
き
ょ
う
と
キ

ル
ト
が
風
に
揺
れ
る
姿
は
、
見
る
人
を

和
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　　
馬
荷
・
大
方
橘
川
・
御
坊
畑
の
３
地

区
に
よ
る
か
き
せ
川
地
域
づ
く
り
協
議

会
が
、

１１
月
４
日
、「
地
域
の
秋
を
楽

し
む
会
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
３
地
区
で
一
緒
に
地
域
を
盛
り
上
げ

よ
う
と
始
め
た
こ
の
催
し
は
今
年

１０
周

年
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
は
約

５０
人
が
参

加
し
、
御
坊
畑
で
芋
煮
を
味
わ
い
、
地

元
小
学
生
ら
が
作
っ
た
か
か
し
を
見
な

が
ら
、
片
道
約
７
㎞
の
散
策
を
楽
し
み

ま
し
た
。
旧
馬
荷
小
学
校
の
イ
ベ
ン
ト

会
場
で
は
、
フ
ラ
や
太
鼓
の
披
露
、
足

湯
サ
ー
ビ
ス
、
特
産
品
販
売
な
ど
が
行

わ
れ
、
例
年
以
上
の
大
勢
の
お
客
さ
ん

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
最
後
に
、
同
協

議
会
・
川
村
渡
会
長
が
「
地
域
の
協
力

の
お
か
げ
で

１０
年
続
け
ら
れ
た
。
ま
た

新
た
な
気
持
ち
で
続
け
て
い
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
こ
れ
ま
で
の
お
礼
と
と

も
に
、今
後
の
継
続
に
向
け
て
協
力
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

まちのできごとまちのできごとまちのできごと

過
去
最
高
来
場
者
数
更
新
！

も
ど
り
ガ
ツ
オ
祭
に
6
0
0
0
人

秋
風
に
キ
ル
ト
ひ
ら
ひ
ら

蛎
瀬
川
流
域
で
秋
を
楽
し
む
会

【
投
稿
記
事
】

今
年
も
盛
大
に
！
大
井
川
で
餅
投
げ

　
１０
月

２８
日
、
大
井
川
の
嶋
神
社
に
お

い
て
、
餅
投
げ
奉
納
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
前
日
は
、
地
区
の
方
々
が
朝
か
ら
も

ち
米
を

３０
㎏
蒸
し
て
、
１
０
０
０
個
ほ

ど
の
餅
を
女
性
の
方
々
で
作
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
あ
い
に
く
の
小
雨
の
中
、
午

後
３
時
か
ら
と
い
う
時
間
帯
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
地
区
内
外
か
ら

５０
人
近
い
方
々

が
集
ま
り
ま
し
た
。
天
候
不
良
の
た
め

社
殿
の
中
で
の
餅
投
げ
と
な
り
ま
し
た

が
、
投
光
機
の
光
の
薄
明
か
り
に
照
ら

さ
れ
な
が
ら
、
役
員
さ
ん
か
ら
お
餅
と

お
菓
子
が
投
げ
ら
れ
ま
し
た
。

（
大
井
川
・
津
守
正
行
さ
ん
）

小
学
生
に
大
人
気
の
「
一
本
釣
り
ゲ
ー
ム
」。
会
場

に
は
、
先
日
の
気
仙
沼
Ｔ
シ
ャ
ツ
ア
ー
ト
展
で
展

示
し
た
カ
ツ
オ
Ｔ
シ
ャ
ツ
の
一
部
を
お
借
り
し
た

も
の
を
飾
っ
て
い
ま
し
た
。

小雨のため、社殿の中で行われた餅投げ。
私も、カメラ片手に餅を３０個ほど拾いました。

松原の木漏れ日の中、キルトを見ながら散策する来
場者。自分の作品があると楽しさ倍増です！
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まちのできごとまちのできごとまちのできごと

田
野
浦
・
出
口
の
祭
で「
さ
あ
ら
い
」

黒
砂
糖
シ
ー
ズ
ン
到
来
！

転
落
救
助
で
感
謝
状

町
振
興
計
画
審
議
会
が
答
申

三番窯での仕上げ作業。2～3年前に
息子に任せ引退したという文野達夫さ
ん（97歳・写真右）も、精糖作業を見
守っていました。

答申書の詳しい内容は、町ホーム
ページ（ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ.ｔｏｗｎ.ｋｕｒｏ
ｓｈｉｏ.ｌｇ.ｊｐ/ｓｏｓｉｋｉ/ｓｏｕｍｕ/ｓｏｕｇ
ｏｕｋｅｉｋａｋｕ/）をご覧ください。

田野浦地区の秋祭りで長年行われてい
るさあらい。

　
１０
月
下
旬
か
ら

１１
月
に
か
け
、
町
内

各
地
区
で
秋
祭
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
田
野
浦
地
区
で
は

１０
月

２８
日
に
行
わ

れ
、
お
神
輿
で
地
区
を
練
り
歩
い
た
あ

と
、
さ
あ
ら
い（
災
払
い
・
災
被
い
）や

は
な
と
り
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
さ
あ

ら
い
は
、
宮
本
武
蔵
と
佐
々
木
小
次
郎

の
巌
流
島
の
決
闘
を
模
し
た
踊
り
で
、

今
年
は
小
学
校
６
年
生
の
男
児
が
踊
り

ま
し
た
。
こ
の
日
に
備
え
て
約
２
カ
月

練
習
し
て
き
た
２
人
の
演
技
は
、
息
が

ぴ
っ
た
り
合
い
素
晴
ら
し
い
も
の
で
し
た
。

　
ま
た
、
同
じ
日
に
出
口
地
区
で
開
催

さ
れ
た
秋
祭
り
で
は
、
十
数
年
ぶ
り
に

さ
あ
ら
い
が
復
活
。
多
く
の
観
客
が
見

守
る
中
、
武
蔵
・
小
次
郎
に
扮
し
た
青

年
２
人
が
力
い
っ
ぱ
い
太
刀
を
打
ち
合

わ
せ
る
と
、
会
場
か
ら
拍
手
が
沸
き
起

こ
り
ま
し
た（
表
紙
写
真
参
照
）。

 　
黒
潮
町
の
年
末
の
風
物
詩
の
一
つ
で

あ
る
黒
砂
糖
の
精
糖
作
業
が
、

１１
月

１０

日
、
入
野
の
加
工
施
設
で
始
ま
り
ま
し

た
。
江
戸
時
代
に
始
ま
っ
た
大
方
地
域

の
黒
砂
糖
作
り
は
、
昭
和

３０
年
頃
か
ら

白
砂
糖
に
押
さ
れ
て
一
時
完
全
に
姿
を

消
し
ま
し
た
が
、
昭
和

６３
年
に
大
方
精

糖
生
産
組
合
が
生
産
を
再
開
。現
在
は
、

町
内
で
約

４０
人
が
サ
ト
ウ
キ
ビ
を
栽
培

し
て
い
ま
す
。

　
畑
で
刈
り
取
っ
た
サ
ト
ウ
キ
ビ
を
加

工
施
設
の
搾
汁
機
で
絞
り
、
搾
汁
液
の

不
純
物
を
取
り
除
き
な
が
ら
３
つ
の
釜

で
順
番
に
炊
き
上
げ
、
煮
詰
め
て
い
き

ま
す
。
黒
潮
町
産
の
黒
砂
糖
は
丁
寧
に

灰
汁
を
取
る
た
め
、
優
し
い
舌
触
り
と

ま
ろ
や
か
な
味
が
特
徴
。
黒
砂
糖
作
り

は
１２
月
中
旬
ま
で
行
わ
れ
、
町
内
の
道

の
駅
や
直
売
所
な
ど
で
販
売
さ
れ
ま
す
。

　
１０
月

３１
日
、
高
知
県
漁
協
伊
田
支
所

に
お
い
て
、
土
佐
清
水
海
上
保
安
署
長

よ
り
黒
潮
町
白
浜
の
荒
尾
正
芳
さ
ん
に

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
荒
尾
さ
ん
は
、

１０
月
７
日
、
伊
田
沖

で
イ
セ
エ
ビ
漁
を
し
て
い
た
際
、
誰
か

が
叫
ん
で
い
る
よ
う
な
気
が
し
た
の
で

周
囲
を
見
た
と
こ
ろ
、
少
し
離
れ
た
と

こ
ろ
に
同
僚
男
性
の
漁
船
を
発
見
。
男

性
の
姿
が
見
え
な
い
た
め
自
船
を
近
づ

け
て
い
く
と
、
海
に
転
落
し
て
い
た
男

性
を
発
見
し
ま
し
た
。
荒
尾
さ
ん
は
漁

業
仲
間
に
救
急
車
の
手
配
と
救
助
の
応

援
要
請
を
行
い
、男
性
を
救
助
。
漁
船

は
通
報
を
受
け
た
同
僚
が
漁
港
へ
曳
航

し
ま
し
た
。
男
性
は
一
時
意
識
が
は
っ

き
り
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
病
院
で
手

当
て
を
受
け
２
日
後
に
退
院
し
ま
し
た
。

　
荒
尾
さ
ん
は
「
い
ろ
ん
な
偶
然
が
重

な
っ
て
男
性
を
救
助
で
き
た
。
」
と
話

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
的
確
な
判
断
・
対

応
と
漁
業
者
の

皆
さ
ん
の
連
携

に
よ
り
、
無
事

に
人
命
が
救
助

さ
れ
ま
し
た
。

（
海
洋
森
林
課
）

　
今
年
８
月
に
町
長
よ
り
諮
問
を
受
け

た
第
１
次
黒
潮
町
総
合
振
興
計
画
の
平

成
２３
年
度
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、

１０
月

３１
日
、町
振
興
計
画
審
議
会
・
谷
祀
雄

会
長
よ
り
答
申
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
平
成

２３
年
度
に
実
施
さ

れ
た
施
策
よ
り
、

３０
件
の
事
務
事
業
に

つ
い
て
評
価
。
町
で
は
、
こ
の
答
申
を

真
摯
に
受
け
止
め
、
今
後
の
町
政
運
営

に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。（
企
画
振
興
係
）

【
評
価
結
果
の
概
要
】

①
「
振
興
計
画
」
に
沿
っ
た
内
容
の
事

務
・
事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
る
か
。

・
実
施
さ
れ
て
い
る
　
 

　
　
　

２９
件

・
実
施
さ
れ
て
い
な
い
　
 

　
　
１
件

②
目
標
や
課
題
に
対
し
て
成
果
が
見
ら

れ
る
か
。

・
成
果
が
見
ら
れ
る
　
 

　
　
　

２２
件

・
成
果
が
見
ら
れ
な
い
　
 

　
　
４
件

・
評
価
し
が
た
い
も
の
　
 

　
　
４
件

あ

く
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くろしお子どもニュースくろしお子どもニュースくろしお子どもニュースくろしお子どもニュースくろしお子どもニュース
町内小中学生が、身の回りのできごとなどをお伝えするコーナーです。

た
く
さ
ん
の
笑
顔

　
１１
月
３
日
に
毎
年
恒
例
の
佐
中
祭
が
あ
り
ま

し
た
。
佐
中
祭
は
、
自
分
た
ち
で
テ
ー
マ
を
決

め
て
、
み
ん
な
で
協
力
し
て
つ
く
り
ま
す
。
そ

し
て
毎
年
、
佐
中
祭

で
得
た
収
益
金
を
地

域
や
社
会
貢
献
の
た

め
に
使
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
黒
潮
町
に

あ
る
「
ニ
コ
の
種
」

と
東
日
本
大
震
災
の

復
興
の
た
め
に
使
わ

れ
ま
す
。

　
佐
中
祭
は
毎
年
、

地
域
の
人
た
ち
が
た

く
さ
ん
来
て
く
れ
て
、

た
く
さ
ん
の
笑
顔
が

み
ら
れ
る
行
事
な
の

で
、
私
は
佐
中
祭
が

大
好
き
で
す
。
そ
し

て
今
年
も
、
た
く
さ
ん
の
人
が
来
て
く
れ
て
、

た
く
さ
ん
の
笑
顔
を
み
る
こ
と
が
で
き
、
今
年

の
テ
ー
マ
の
『
す
ま
い
る
』
〜
み
ん
な
の
笑
顔

を
届
け
た
い
か
ら
〜
と
い
う
テ
ー
マ
ど
お
り
の

佐
中
祭
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
こ
の
す
て
き
な

行
事
を
、
ず
っ
と
残
し
て
ほ
し
い
な
と
思
い
ま

す
。

（
佐
賀
中
学
校
　
３
年
　
藤
本
奈
々
瀬
）

三
浦
の
子
ど
も
は
な
か
よ
し
元
気

心
を
耕
す
学
習
を
し
た
よ
！

　
三
浦
小
の
い
い
と
こ
ろ
を
僕
は
、
考
え
て
み

ま
し
た
。

　
一
番
は
、
や
っ
ぱ
り
み
ん
な
優
し
く
て
元
気

が
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。
仲
良
く
遊
べ
る
友
だ
ち

が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
休
み
時
間
は
み
ん
な
が
外

で
遊
び
ま
す
。
当
た
り
前
に
思
え
る
こ
と
か
も

知
れ
ま
せ
ん
が
、
１
年
か
ら
６
年
ま
で
全
員
が

外
で
遊
ぶ
っ
て
こ
と
は
す
ご
い
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。

　
最
近
は
サ
ッ
カ
ー
や
一
輪
車
、
な
わ
と
び
を

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
三
浦
小
で
は
業
間
運
動
も
し
て
い
ま
す
。

走
っ
た
り
、
鉄
棒
を
し
た
り
、
タ
イ
ヤ
と
び
な

ど
メ
ニ
ュ
ー
が
決
ま
っ
て
い
て
音
楽
に
合
わ
せ

て
楽
し
く
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
毎
日
、
ち
ょ

っ
と
ず
つ
や
る

こ
と
で
色
ん
な

運
動
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。

　
体
を
き
た
え

な
が
ら
、
な
か

よ
く
毎
日
を
過

ご
せ
て
い
ま
す
。

（
三
浦
小
学
校
　
６
年
　
土
居
耕
大
）

　
人
権
擁
護
委

員
さ
ん
８
人
に

よ
る
佐
賀
小
訪

問
が
６
日
、
５

時
間
目
に
あ
り

ま
し
た
。

　
３
〜
４
年
生

対
象
に
「
葉
っ

ぱ
の
フ
レ
デ
ィ
」

を
ペ
ー
プ
サ
ー

ト
（
紙
人
形
劇
）

と
画
像
・
音
楽

に
載
せ
て
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

○
げ
き
で
葉
の
色
が
す
ご
く
き
れ
い
で
す
ご
か

っ
た
で
す
。
葉
っ
ぱ
の
フ
レ
デ
ィ
を
読
ん
で

み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
短
い
た
っ
た
の
１

年
で
葉
っ
ぱ
た
ち
は
が
ん
ば
っ
て
生
き
て
い

る
こ
と
が
知
れ
て
良
か
っ
た
で
す
。

○
葉
っ
ぱ
の
フ
レ
デ
ィ
で
、
ダ
ニ
エ
ル
が
い
ろ

ん
な
こ
と
を
知
れ
た
の
で
、
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。
葉
っ
ぱ
に
も
、
命
が
あ
る
ん
だ
な
と

思
い
ま
し
た
。

○
葉
っ
ぱ
が
い
ろ
い
ろ
な
色
を
し
て
い
ま
し
た
。

ぼ
く
は
、
命
が
大
せ
つ
だ
と
思
い
ま
し
た
。

友
人
を
大
せ
つ
に
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

（
佐
賀
小
学
校
　
４
年
）
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健
康
カ
レ
ン
ダ
ー

１２
月
中
旬
か
ら
１
月
中
旬
ま
で
の
健
康
に
関
す
る

行
事
予
定
で
す
。
変
更
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

注）表中の※印は、受付時間となります。

大方地域

佐賀地域

12月 実施場所 実施時間

浮津集落センター 9：30～12：0017日（月）

内　　　容

浮津ふれあいサロン

大方橘川集会所 9：30～10：3019日（水） 大方橘川健康相談

出口集会所 10：00～12：0021日（金） 出口ふれあいサロン

12月 実施場所 実施時間

佐賀保育所 9：30～11：0017日（月）

内　　　容

佐 賀 愛 育 相 談

保健センター 9：30～12：0018日（火） 寝たきり予防運動教室

総合センター 10：00～15：00佐賀ふれあいサロン

総合センター
※13：00～13：30

19日（水）

20日（木）

1 歳 6 カ 月 児 健 診

※13：30～14：00乳 　 児 　 健 　 診

保健センター 9：30～12：0021日（金） 寝たきり予防運動教室

保健センター 9：30～12：0025日（火） 寝たきり予防運動教室

1月 実施場所 実施時間

保健センター 9：30～12：008日（火）

内　　　容

寝たきり予防運動教室

馬地集会所 9：30～11：009日（水） 馬地ふれあいサロン

保健センター 9：30～12：0011日（金） 寝たきり予防運動教室

保健センター 9：30～12：0015日（火） 寝たきり予防運動教室

1月 実施場所 実施時間

子育て支援センター

（大方中央保育所内）
10：00～11：007日（月）

内　　　容

愛 　 育 　 相 　 談

浮津集落センター 9：30～12：0011日（金） 浮津ふれあいサロン

■当直医療機関一覧表
月 日 四 万 十 市 宿　毛　市

12月

1月

16日（第3日曜日） 四万十市民病院 蕁34－2126 大井田病院 蕁0880－63－2101

23日（天皇誕生日） 佐々木整形外科 蕁34－7177 川村内科クリニック 蕁0880－66－2911

24日（振替休日） 幡多病院 蕁34－6211 幡多けんみん病院 蕁0880－66－2222

30日（第5日曜日） さたけ小児科 蕁37－2255 聖ヶ丘病院 蕁0880－63－2146

31日（大みそか） 森下病院 蕁34－2030 沢田医院 蕁0880－63－2304

01日（元日） 木俵病院 蕁34－1211 田村内科クリニック 蕁0880－63－1668

02日（水曜日） 大野内科 蕁37－5281 筒井病院 蕁0880－66－0013

03日（木曜日） 小原外科胃腸科 蕁35－0108 奥谷整形外科 蕁0880－63－1202

06日（第1日曜日） 四万十市民病院 蕁34－2126 大西内科胃腸科� 蕁0880－63－1267

13日（第2日曜日） 山下整形外科 蕁34－0511 清谷医院 蕁0880－63－2302

14日（成人の日） 吉井病院 蕁34－5005 いなげ胃腸科内科 蕁0880－62－1113

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

健
康
福
祉
課 

保
健
衛
生
係 

　
　
　
　  

蕁
4
3
―
2
8
3
6（
直
通
）

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 

保
健
セ
ン
タ
ー
　
　
蕁
5
5
―
7
3
7
3（
直
通
）

※当直医は、変更になる場合がありますので、確認してから受診してください。

○お問い合わせ
　本庁 健康福祉課 保健衛生係
　蕁43―2836（直通）
　佐賀支所 地域住民課 保健センター
　蕁55―7373（直通）

■年末年始休日救急歯科診療　当番歯科医院一覧表（診療時間：午前9時～正午）
月 日 住 　 　 　 　 所

12月

1月

30日（第5日曜日） 四万十市西土佐江川崎2420－1

31日（大みそか） 宿毛市片島15－21

01日（元日）

当番医
岡村歯科医院

カタクラ歯科

楠井歯科診療所

電話番号
蕁52－1063

蕁0880－65－5125

蕁0880－82－3188土佐清水市本町10－6

02日（水曜日） 北代歯科 蕁34－1152四万十市中村小姓町6

03日（木曜日） 芝崎歯科医院 蕁43－1202黒潮町入野2940－1

※当番医は、変更になる場合がありますので、確認してから受診してください。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

健
康
福
祉
課 

保
健
衛
生
係

　
蕁
4
3
―
2
8
3
6（
直
通
）

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 

保
健
セ
ン
タ
ー

　
蕁
5
5
―
7
3
7
3（
直
通
）
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健

知

袋

康

恵

◆
Ｄ
Ｖ（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ

ン
ス
）
と
は
？

　
い
わ
ゆ
る
Ｄ
Ｖ
と
は
、
直
訳
す
る
と

「
家
庭
内
の
暴
力
」
と
な
り
、
配
偶
者

や
内
縁
関
係
に
あ
る
人
に
対
し
て
振
る

わ
れ
る
暴
力
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　
暴
力
に
は
、
殴
る
、
け
る
な
ど
の
身

体
的
暴
力
に
限
ら
ず
、
精
神
的
暴
力
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
形
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

暴
力
は
繰
り
返
さ
れ
、
エ
ス
カ
レ
ー
ト

し
、最
悪
の
場
合
、
殺
人
に
至
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　
自
己
へ
の
従
属
を
強
い
る
た
め
、
ま

た
感
情
の
は
け
口
と
し
て
暴
力
が
振
る

わ
れ
、
暴
力
を
受
け
る
側
の
苦
し
み
や

屈
辱
を
無
視
し
て
、
力
に
よ
り
他
者
を

支
配
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
行
わ
れ

ま
す
。
許
さ
れ
な
い
人
権
侵
害
で
す
。

〈
暴
力
の
形
態
〉

・
身
体
的
暴
力
…
殴
る
、
け
る
、
物
を

投
げ
つ
け
る
、
突
き
飛
ば
す
な
ど

・
精
神
的
暴
力
…
人
格
を
否
定
す
る
よ

う
な
暴
言
を
吐
く
、
何
を
言
っ
て
も

無
視
す
る
、
怒
鳴
る
、
交
友
関
係
を

細
か
く
監
視
す
る
な
ど

・
性
的
暴
力
…
性
的
行
為
を
強
要
す
る
、

見
た
く
な
い
ポ
ル
ノ
ビ
デ
オ
な
ど
を

見
せ
る
、
避
妊
に
協
力
し
な
い
な
ど

〈
対
象
者
〉

・
配
偶
者
、
元
配
偶
者
、
内
縁
の
配
偶

者
・
男
性
、
女
性
を
問
わ
な
い
（
被
害
者

の
ほ
と
ん
ど
は
女
性
）

・
国
籍
を
問
わ
な
い

〈
Ｄ
Ｖ
の
特
徴
〉

・
交
際
の
早
い
段
階
か
ら
始
ま
る
こ
と

が
多
い

・
些
細
な
事
が
き
っ
か
け
で
始
ま
り
、

予
測
が
つ
か
な
い

・
初
め
は
言
い
返
し
、
や
り
返
し
、
家

を
出
た
り
す
る
が
、
反
省
、
追
及
、

脅
迫
、
自
殺
を
ほ
の
め
か
す
な
ど
に

よ
り
、
逃
げ
ら
れ
な
く
な
る

・
繰
り
返
さ
れ
、
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る

〈
Ｄ
Ｖ
の
影
響
〉

被
害
者
に
与
え
る
影
響

・
身
体
的
影
響
…
け
が
な
ど

・
精
神
的
影
響
…
不
眠
、
い
ら
い
ら
、

憂
鬱
な
症
状
、
記
憶
が
思
い
出
せ
な

い
、
現
実
感
が
な
い
な
ど

子
ど
も
に
与
え
る
影
響

・
暴
力
を
目
撃
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も

の
心
身
に
も
深
刻
な
影
響
（
精
神
的

な
虐
待
）

・
家
庭
で
の
人
間
関
係
の
パ
タ
ー
ン
か

ら
、
感
情
表
現
や
問
題
解
決
の
手
段

と
し
て
暴
力
を
用
い
る
こ
と
を
学
習

す
る

・
世
代
間
の
連
鎖
に
つ
な
が
る
恐
れ
が

あ
る

〈
み
ん
な
で
で
き
る
こ
と
〉

①
Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
早
期
発
見
・
早
期
救
済

・
本
人
の
話
を
じ
っ
く
り
聞
く
（
辛
い

気
持
ち
を
受
け
止
め
る
・
責
め
な
い
）

・
身
体
に
危
険
が
あ
る
場
合
は
、
１
１

０
番
通
報

・
本
人
に
相
談
機
関
が
あ
る
こ
と
を
伝

え
る

・
保
護
命
令
制
度
や
シ
ェ
ル
タ
ー
が
あ

る
こ
と
を
伝
え
る

②
地
域
で
被
害
者
を
孤
立
さ
せ
な
い

・
学
校
・
地
域
で
の
見
守
り
、
声
か
け

③
暴
力
を
認
め
な
い
、
許
さ
な
い
地
域

づ
く
り

・
人
権
教
育
の
推
進
、
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
の

予
防
教
育

　
Ｄ
Ｖ
は
犯
罪
で
あ
り
、
重
大
な
人
権

侵
害
で
す
。
暴
力
の
世
代
間
連
鎖
を
断

ち
切
る
た
め
に
、
暴
力
を
容
認
し
な
い
、

一
人
ひ
と
り
が
大
事
に
さ
れ
る
社
会
づ

く
り
が
必
要
で
す
。

〈
Ｄ
Ｖ
相
談
・
女
性
の
相
談
窓
口
〉

・
高
知
県
女
性
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
蕁
０
８
８
―
８
３
３
―
０
７
８
３

　
　
月
〜
金
　
午
前
９
時
〜
午
後

１０
時

　
　
土
・
日
・
祝
日 

午
前
９
時
〜
午
後
８
時

（
１２
月

２９
日
か
ら
１
月
３
日
は
休
み
）

・
黒
潮
町
役
場 

住
民
課 

人
権
啓
発
係

　
　
蕁
４
３
―
２
８
０
０（
直
通
）

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

健
康
福
祉
課 

保
健
衛
生
係

　
　
蕁
４
３
―
２
８
３
６（
直
通
）

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
蕁
５
５
―
７
３
７
３（
直
通
）

Ｄ
Ｖ
に
つ
い
て

さ

さ
い
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国保会計国保会計国保会計みんなでささえる

～ 医療費が高額になったとき（その2） ～

○お問い合わせ　【本　　庁】住民課 国保係　　　　　　　蕁43－2800（直通）
　　　　　　　　【佐賀支所】地域住民課 総合窓口第2係　蕁55－3111（直通）

　医療機関などに支払った自己負担額が一定の限度額を超えた場合、申請をして認めら
れると、「高額療養費」として払い戻しが受けられます。
　自己負担の限度額は、69歳以下の方と70歳以上74歳以下の方で異なっており、今回
は70歳以上74歳以下の方について説明します。

【70歳以上74歳以下の方の場合】※69歳以下の方については前号（その1）をご覧ください。
　ひと月の間に外来のみの場合は、個人ごとに合算し限度額〔A〕を適用します。
　また、入院した方がいる場合は、外来の限度額〔A〕と入院の自己負担額を世帯内で合
算し、限度額〔B〕を適用します。

　区分Ⅰ、Ⅱの方は、「限度額適用・標準負担額減額認定証」が必要となります。役場窓口で交付の申請
をしてください。
※１　現役並み所得者…一定以上の所得（課税所得が年145万円以上）がある70歳以上74歳以下の国
　　　保被保険者のいる世帯の方。
※２　区分Ⅱ…世帯主および国保の被保険者全員が住民税非課税である世帯の方。
※３　区分Ⅰ…世帯主および国保の被保険者全員が住民税非課税で、かつ各所得が必要経費（年金の所
　　　得は控除額を80万円として計算）を差し引いたときに0円となる世帯の方。

●月ごと（1日から末日まで）の受診について計算します。

●外来の自己負担額は、個人ごとに合算します。

●入院を含む自己負担額は、世帯内の70歳以上74歳以

下の方で合算します。

●病院や診療所、調剤、歯科の区別なく合算します。

●入院した場合の食事代や保険がきかない差額ベッド

料などは対象外です。

■自己負担限度額

所得区分 限度額〔Ａ〕  外来（個人単位） 限度額〔Ｂ〕  外来＋入院（世帯単位）

現役並み所得者
※１

44,400円

歯科

病院 調剤

合
　
算

80,100円
■医療費が267,000円を超えた場合は超え

た分の1％を加算
■過去12カ月以内に限度額〔B〕を超えた払い

戻しが4回以上あった場合、4回目以降は
44,400円

一　般 12,000円 44,400円

区分Ⅱ ※2 8,000円 24,600円

区分Ⅰ ※3 8,000円 15,000円
住　民　税
非課税世帯

70歳以上74歳以下の自己負担額の計算ポイント
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介護保険関係の所得控除
介護保険広報シリーズ熨介護保険介護保険介護保険

　今回は、所得税・住民税の医療費控除の対象となる介護保険サービスや、その他の介
護保険に関係のある所得控除についてご紹介します。

　介護保険サービスごとに、医療費控除の対象となる金額が決められており、医療費控
除できる金額は、1月から12月までの1年間に支払った医療費が対象です。
　対象となるサービスをご利用の場合、費用を支払った際に受け取る領収書に医療費控
除対象額が記載されています。領収書は大切に保管してください。

※高額介護サービス費の払い戻しを受けた場合は、払い戻し金額を差し引いた残りの金
額が対象。（⑭は高額介護サービス費の払い戻し金額を差し引いた残りの金額の2分の1）

※交通費は通常必要と認められる分が対象。
※日常生活費、特別なサービス費用、特別な食事・居住費は対象外。
※①～⑤の医療系サービスは支給限度額を超えた自己負担分も対象となるが、⑥～⑪の

福祉系サービスは支給限度額を超えた自己負担分は対象外。

◎医療費控除＝医療費控除の対象額－（10万円または総所得金額等の合計
の5％のいずれか少ない額）

1.介護保険サービスの利用に係る費用 医療費控除

サービスの種類（介護予防を含む） 医療費控除の対象となる範囲

①訪問看護
②訪問リハビリテーション
③居宅療養管理指導

サービス費の自己負担分

在
宅
サ
ー
ビ
ス

医
療
系

④通所リハビリテーション サービス費の自己負担分と食費

⑤短期入所療養介護 サービス費の自己負担分と食費、滞在費

⑥訪問介護（生活援助中心型を除く）
⑦訪問入浴介護
⑧夜間対応型訪問介護
⑨通所介護・認知症対応型通所介護
⑩小規模多機能型居宅介護
⑪短期入所生活介護

サービス費の
自己負担分

※①～⑤のサービスと
　併せて利用する場合
　のみ、医療費控除の
　対象。

福
祉
系

⑫介護老人保健施設
⑬介護療養型医療施設

⑭介護老人福祉施設
　（特別養護老人ホーム）

サービス費の自己負担分と食費、居住費

サービス費の自己負担分と食費、居住費のそれ
ぞれ2分の1の額。旧措置入所者は対象外。

施
設
サ
ー
ビ
ス

ガイ ド



広報くろしお  №81　2012（平成24）年12月号潛

　傷病によりおおむね6カ月以上寝たきりで医師の治療を受けている場合に、おむつを
使う必要があると認められれば、医療費控除の対象になります。（医師の発行する「おむ
つ使用証明書」が必要です。）また、おむつ代の医療費控除を受けるのが2年目以降で、
要介護認定などを受けている人は、黒潮町の交付する「確認書」で代用できます。「確認書」
については介護保険担当係へお問い合わせください。

◆ 寝たきりの場合のおむつ代の医療費控除の取り扱い

介護保険料は大切な財源です。納付期限までにお納めを　～安心で便利な口座振替を！～

【お問い合わせ】本庁 健康福祉課 介護保険係　蕁43－2116（直通）

　介護保険料を控除できる金額は、1月から12月までの1年間に納めた金額が対象です。

3.介護保険料 社会保険料控除

納め方 社会保険料控除が受けられる方

特別徴収
（年金から納めている） 被保険者本人のみ

普通徴収
（納付書や口座振替で納めている）

被保険者本人、または本人の代わりに介護保
険料を支払った生計を同じくする家族

　65歳以上の要介護1～5の認定者で知的障がい者・身体障がい者に準ずると黒潮町長
が認めた場合は、障がい者控除の対象となります。障がい者控除を受けるためには、障
がい者控除対象者認定が必要ですので、介護保険担当係へ申請してください。

2.要介護認定を受けている方 障がい者控除

パークゴルフ黒潮町ではパークゴルフ交流大会を開催します

認知症の人を抱える家族の座談会
　この座談会は、認知症の方を介護している家族が集まり、日々の介護の戸惑い、悩み、
喜びなど、互いの思いを分かち合う集いです。
　介護をしている方の思いや体験談などを語り合い、交流しませんか。
　今回は、幡多地区の「認知症の人と家族の会」と交流を図ることとなり、介護の体験
なども聞かせていただけると思います。参加をお待ちしています。

日時　12月12日（水）午後1時～3時
場所　黒潮町保健福祉センター　2階　健康研修室（本庁前）

○お問い合わせ・ご相談　地域包括支援センター　蕁43－2240（直通）　
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教

育

委

員

会

会

教

育

委

員だ

よ

り

◆
は
じ
め
に

　
本
校
は
、
平
成

２２
年
度
よ
り
高

知
県
教
育
委
員
会
の
指
定
を
受
け

学
校
図
書
館
教
育
推
進
校
と
し
て

取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

校
内
研
修
の
研
究
主
題
を
「
確
か

な
学
力
を
育
む
た
め
の
指
導
法
の

工
夫
と
改
善 

〜
言
語
活
動
の
充

実
を
通
し
て
〜
」
と
設
定
し
、
そ

の
実
践
の
柱
の
一
つ
と
し
て
学
校

図
書
館
教
育
の
推
進
を
位
置
づ
け

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

 
現
在
、
本
校
の
一
日
は
「
朝
読

書（
朝
の
一
斉
読
書
）」
で
始
ま
り

ま
す
。
静
か
で
落
ち
着
い
た
雰
囲

気
で
学
校
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

る
こ
と
が
、
習
慣
と
し
て
定
着
し

て
き
ま
し
た
。
こ
の
雰
囲
気
が
学

習
に
向
か
う
姿
勢
の
土
台
と
な
っ

て
お
り
、
こ
の
土
台
を
育
成
し
た

も
の
は
学
校
図
書
館
教
育
の
推
進

に
他
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
『
確
か
な
学
力
の
育
成
』
と
い

う
目
標
達
成
に
向
け
、
全
校
生
徒

１
７
９
人
、
教
職
員

２０
人
が
さ
ま

ざ
ま
な
学
校
図
書
館
教
育
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◆
図
書
に
親
し
む
取
り
組
み

①
図
書
室
の
整
備
に
つ
い
て

　
図
書
室
の
整
備
と
図
書
の
購
入

に
よ
り
、
学
校
図
書
館
を
昼
休
み

に
利
用
す
る
生
徒
が
多
く
な
り
ま

し
た
。
全
校
生
徒
対
象
図
書
ア
ン

ケ
ー
ト
で
、「
授
業
以
外
で
学
校

図
書
館
に
１
週
間
の
う
ち
何
回
行

き
ま
す
か
？
」
の
質
問
に
お
い
て
、

生
徒
の
約
半
数
は
１
週
間
の
う
ち

に
図
書
館
を
複
数
回
利
用
し
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、「
読
ん
で
い
る

本
は
ど
こ
の
本
で
す
か
？
」
の
質

問
に
お
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
の
生

徒
が
学
校
図
書
館
の
本
を
読
ん
で

い
る
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。

②
選
書
会
に
つ
い
て

　
生
徒
自
身
が
読
み
た
い
本
を
、

実
際
に
手
に
取
っ
て
選
ぶ
こ
と
が

で
き
る
「
選
書
会
」
を
毎
年
行
っ

て
い
ま
す
。
選
書
会
に
つ
い
て
の

図
書
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
肯
定
的
な

評
価
を
し
た
生
徒
が
ほ
と
ん
ど
で
、

自
分
た
ち
が
選
ん
だ
興
味
の
あ
る

新
し
い
本
が
学
校
図
書
館
に
は
あ

る
と
い
う
意
識
に
変
化
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

③
読
み
聞
か
せ
「
お
は
な
し
の
海

辺
」
と
の
連
携

　
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
お

は
な
し
の
海
辺
」
の
皆
さ
ん
に
、

毎
月
第
１
木
曜
日
に
全
学
級
で
、

読
み
聞
か
せ
を
行
っ
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
読
み
聞
か
せ
に
つ
い
て

の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、
肯
定
的
評

価
を
し
た
生
徒
が
ほ
と
ん
ど
で
、

毎
月
楽
し
み
に
し
て
い
る
よ
う
で

す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
図
書
に
親
し
む

取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
で
、
読

書
に
対
す
る
苦
手
意
識
は
少
な
く

な
り
、
読
書
活
動
は
充
実
し
て
き

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

◆
図
書
（
資
料
・
情
報
）
を
活
用

す
る
取
り
組
み

①
調
べ
学
習
の
推
進
に
つ
い
て

　
調
べ
学
習
室
を
整
備
し
、
学
校

図
書
を
活
用
し
た
授
業
を
年
間
計

画
に
位
置
付
け
て
実
践
し
て
き
ま

し
た
。「
調
べ
学
習
」
の
取
り
組

み
を
１
年
生
か
ら
始
め
て
い
た
現

３
年
生
は
、「
調
べ
学
習
」
を
通

じ
て
言
語
活
動
を
充
実
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

調
べ
た
こ
と
を
文
字
や
図
を
用
い

て
、
聞
き
手
に
分
か
り
や
す
く
「
ま

と
め
」・「
発
表
す
る
」
活
動
は
、《
読

み
取
る
力
》《
言
葉
の
力
》
の
育
成

に
繋
が
っ
た
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

 
　

　
今
年
度
、
第
１
回
校
内
授
業
研

究
会
は
「
調
べ
学
習
」
に
つ
い
て

行
い
ま
し
た
。
テ
ー
マ
に
沿
っ
て

深
く
調
べ
、
ま
と
め
た
内
容
を
そ

れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
が
発
表
し
て

い
ま
し
た
。
授
業
の
様
子
で
は
、

言
語
活
動
が
充
実
し
て
い
る
と
感

じ
ら
れ
、
も
う
少
し
聞
い
て
み
た

い
と
思
え
る
授
業
で
し
た
。

◆
「
確
か
な
学
力
」
の
育
成
に
つ

い
て

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、

「
確
か
な
学
力
」
を
育
む
こ
と
が

で
き
た
の
か
に
つ
い
て
、
全
国
学

力
・
学
習
状
況
調
査
な
ど
の
国
語

の
結
果
か
ら
考
え
て
み
ま
す
。

　
学
校
図
書
館
教
育
を
推
進
し
始

め
た
平
成

２２
年
度
に
つ
い
て
は
、

県
平
均
程
度
で
あ
る
が
、
全
国
平

均
を
下
回
る
結
果
で
し
た
。
し
か

し
、
平
成

２３
年
度
、
平
成

２４
年
度

と
上
昇
し
、
１
年
生
か
ら
取
り
組

み
を
強
化
し
て
き
た
現
３
年
生
に

つ
い
て
は
、
全
国
平
均
を
上
回
る

結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
記

述
式
問
題
に
お
い
て
は
、全
国
平

均
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
学
校
図
書
館
教
育
を
推
進

し
、
読
書
活
動
を
充
実
さ
せ
る
こ

と
で
「
確
か
な
学
力
」
を
育
成
す

る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て
い
ま

す
。

大
方
中
学
校

『
心
豊
か
で
、た
く
ま
し
く
、

　
　
意
欲
を
も
っ
て
学
ぶ

　
　
　
　
　
　生
徒
の
育
成
』

校
長
　

岡
闢
哲
也

昼休みの図書室の様子

3年生「調べ学習（理科）」の授業

全国学力・学習状況調査（国語Ｂ）

H21
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※平成23年度は全国では行われていません。

本校%
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◆
ポ
カ
ポ
カ
の
日
だ
ま
り
に

　
休
み
時
間
に
な
る
と
我
先
に
と

自
分
の
好
き
な
場
所
に
急
ぐ
。
ブ

ラ
ン
コ
も
い
れ
ば
シ
ー
ソ
ー
や
Ｕ

Ｆ
Ｏ
な
ど
の
遊
具
、
サ
ッ
カ
ー
や

一
輪
車
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
…
そ
れ

ぞ
れ
が
思
い
思
い
の
遊
び
を
楽
し

ん
で
い
る
。
み
ん
な
笑
顔
で
活
動

的
で
あ
る
。
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
る
と

大
急
ぎ
で
ま
た
教
室
に
戻
る
。

 
先
に
行
っ
た
校
内
ア
ン
ケ
ー
ト

で
ほ
と
ん
ど
の
子
が
、「
学
校
は

と
て
も
楽
し
い
」
と
答
え
て
い
る
。

こ
の
子
ら
が
ま
す
ま
す
輝
く
た
め

に
ど
の
よ
う
な
教
育
を
積
み
重
ね

て
い
け
ば
い
い
の
だ
ろ
う
か
。

◆
学
校
は
失
敗
を
体
験
で
き
る
場

　
学
校
は
、
学
習
の
場
で
あ
り
、

ま
た
集
団
生
活
の
場
で
も
あ
る
。

す
べ
て
が
思
い
通
り
の
パ
ー
フ
ェ

ク
ト
に
事
が
運
ぶ
子
ど
も
は
そ
う

は
い
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
失

敗
の
連
続
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

日
々
の
間
違
い
や
失
敗
を
活
か
す

取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
子
ど
も
た
ち
は
自
分
自
身
で

課
題
に
対
す
る
答
え
を
見
出
す
事

が
で
き
る
。
そ
し
て
強
く
た
く
ま

し
く
生
き
る
力
に
…
。
も
ち
ろ
ん
、

授
業
中
が
一
番
間
違
い
を
大
切
に

さ
れ
る
場
所
な
の
で
あ
る
。
そ
れ

ぞ
れ
が
自
分
の
考
え
を
持
ち
、
そ

れ
を
仲
間
に
し
っ
か
り
伝
え
ら
れ

る
学
習
集
団
を
み
ん
な
で
目
指
し

て
い
る
。

　
最
近
で
は
、
毎
週
月
曜
日
の
生

活
朝
会
や
音
読
発
表
な
ど
の
集
会

で
も
し
だ
い
に
声
が
出
る
よ
う
に

な
り
自
信
へ
と
繋
げ
て
い
る
子
ど

も
た
ち
が
増
え
て
き
て
い
る
。

◆
３４
・
４
メ
ー
ト
ル
の
高
台
に

　
黒
潮
町
全
体
の
課
題
で
も
あ
る

防
災
教
育
。
田
ノ
口
小
学
校
に
お

い
て
も
自
ら
命
を
守
る
教
育
に
力

を
入
れ
、
研
修
や
地
震
の
発
生
状

況
を
変
え
て
の
避
難
訓
練
を
繰
り

返
し
て
い
る
。

　
今
回
の
設
定
は
昼
休
み
。
お
弁

当
中
の
子
や
係
り
活
動
、
校
庭
で

遊
ん
で
い
る
子
な
ど
…
バ
ラ
バ
ラ

の
状
況
で
地
震
発
生
の
放
送
…
職

員
室
よ
り
校
庭
を
眺
め
る
と
安
全

な
中
央
へ
さ
っ
と
集
ま
っ
て
い
る

子
ど
も
た
ち
の
姿
が
あ
っ
た
。
各

学
級
に
お
い
て
も
頭
を
覆
い
机
の

下
へ
隠
れ
た
り
落
下
物
を
避
け
た

り
そ
れ
ぞ
れ
の
場
で
そ
れ
ぞ
れ
の

対
応
が
で
き
て
い
た
と
の
こ
と
。

第
１
避
難
所
ま
で
の
時
間
は
１
分

５０
秒
。
な
ん
と
記
録
更
新
で
あ
る
。

自
分
の
命
を
自
分
で
…
そ
の
意
識

が
子
ど
も
た
ち
に
浸
透
し
つ
つ
あ

る
。

◆
基
礎
学
力
の
定
着
を
目
指
し
て

　
本
年
度
の
学
力
テ
ス
ト
の
結
果

も
学
校
全
体
と
し
て
は
、
期
待
正

答
率
、
平
均
点
と
も
に
全
国
を
上

回
っ
て
い
る
。
教
科
に
よ
り
同
等

の
学
年
も
あ
る
が
、
昨
年
度
に
比

べ
ど
の
学
年
も
学
力
の
向
上
が
伺

え
て
お
り
、
引
き
続
き
日
々
の
授

業
を
大
切
に
し
、
考
え
を
文
章
化

し
説
明
し
た
り
、
学
ん
だ
知
識
を

次
の
ス
テ
ッ
プ
で
活
用
で
き
る
能

力
を
育
て
て
い
き
た
い
。

◆
仲
間
と
の
触
れ
合
い
・
協
力

　
仲
間
づ
く
り
と
し
て
共
同
作
品

に
取
り
組
ん
で
い
る
学
級
が
あ
る
。

何
を
作
る
の
か
ど
れ
位
の
規
模
に

す
る
の
か
…
自
分
た
ち
で
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
を
重
ね
て
い
っ
た
。
形
が

見
え
る
に
し
た
が
い
子
ど
も
た
ち

の
様
子
に
変
化
が
現
れ
「
め
ん
ど

く
さ
い
」「
し
ん
ど
い
の
で
嫌
」
と

発
言
し
て
い
た
子
ど
も
た
ち
に
も

真
剣
な
眼
差
し
が
宿
っ
て
い
た
。

み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
作
品
を

仕
上
げ
た
こ
と
や
相
手
の
立
場
を

考
え
な
が
ら
協
力
し
対
応
し
た
こ

と
…
本
来
な
ら
自
然
に
培
わ
れ
て

き
た
で
あ
ろ
う
大
切
な
も
の
が
そ

こ
に
あ
る
よ
う
な
気
が
し
た
。

◆
み
ん
な
の
力
が
一
つ
に

　
子
ど
も
た
ち
が
、
中
心
の
２
人

と
次
々
に
手
を
繋
ぎ
合
い
校
庭
い

っ
ぱ
い
に
大
き
な
花
を
咲
か
せ
た
。

　
昨
年
よ
り
運
動
会
に
お
け
る
一

輪
車
の
競
技
を
創
作
に
切
り
替
え

た
。
希
望
者
を
募
り
自
分
た
ち
で

曲
を
決
め
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
一

つ
ひ
と
つ
の
動
き
を
考
え
て
い
っ

た
。
チ
ー
ム
を
い
く
つ
に
す
る
か
、

ど
こ
で
何
を
い
れ
る
か
…
。
今
年

の
練
習
日
は
、
何
と
９
日
間
。
雨

の
日
も
あ
る
だ
ろ
う
に
…
と
心
配

に
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
ん
な
不

安
を
払
拭
し
て
く
れ
た
の
は
、
６

年
生
を
中
心
と
す
る
高
学
年
の
グ

ル
ー
プ
。
昨
年
の
経
験
を
活
か
し

て
低
学
年
を
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
る
。
何
よ
り
可
愛
く
て
教

育
的
な
の
は
、
遅
れ
ま
い
と
必
死

に
ペ
ダ
ル
を
こ
ぐ
下
級
生
の
子
ど

も
た
ち
…
（
頑
張
れ
頑
張
れ
）
と

願
っ
て
い
る
と
、
何
と
子
ど
も
た

ち
が
横
一
線
に
つ
な
が
り
大
車
輪

を
完
成
さ
せ
て
い
た
。

　
昨
年
未
完
成
の
体
験
が
、
ま
た
、

こ
こ
で
も
花
開
い
て
い
た
。

◆
地
域
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
力
に

　
今
年
も
読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

だ
い
こ
ん
交
流
、
稲
作
体
験
や
き

ゅ
う
り
の
苗
植
え
、「
し
ら
ゆ
り
」

や
お
年
寄
り
と
の
交
流
会
な
ど
、

地
域
や
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
関
わ

っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
行
事
に
は

限
り
が
な
い
。
学
校
に
と
っ
て
こ

れ
ら
は
単
な
る
行
事
で
は
な
く
、

地
域
か
ら
の
『
温
も
り
』
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

先
日
も
校
舎
に
隣
接
し
た
み
か
ん

畑
の
持
ち
主
さ
ん
か
ら
、
子
ど
も

た
ち
に
み
か
ん
狩
り
を
体
験
さ
せ

て
欲
し
い
と
嬉
し
い
お
誘
い
が
あ
っ
た
。

　
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い

た
こ
れ
ら
一
つ
ひ
と
つ
の
学
習
や

体
験
が
、
子
ど
も
た
ち
の
心
を
優

し
く
思
い
や
り
の
あ
る
人
間
へ
と
育

ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
…
と
考
え
る
。

田
ノ
口
小
学
校

『
意
欲
的
に
活
動
し
、心
豊
か

 に
た
く
ま
し
く
生
き
る

　
 
 
 
 
 児

童
の
育
成
』

校
長
　

乾
　
健
児
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黒
潮
町
の
文
化
財

黒
潮
町
の
文
化
財

黒
潮
町
の
文
化
財
No.21

浮
津
お
竹
さ
んひ

か
か
あ

つ
ば
き

ね
え

か
つ
お

じ
ゅ
ん

ぢ

げ

け
い

『
浮
津
お
竹
さ
ん
』

た
け

浮
津
お
竹
さ
ん
は

　
八
寸
島
田
に
緋
が
な
こ
ま
い
て

縦
が
す
り
の
前
掛
け
な
ん
ぞ
で

　
窪
川
へ
す
っ
と
い
た

浮
津
順
慶
さ
ん
は

　
一
合
の
酒
に
て
こ
ろ
り
と
ま
ろ
で

地
下
を
さ
わ
が
す
や
ら

　
か
か
さ
ん
泣
か
す
や
ら

浮
津
東
畑

　
さ
し
て
登
り
て
沖
を
み
れ
ば

お
い
と
し
や
お
な
じ
み
さ
ん
の

　
お
舟
の
帆
が
み
え
る

『
節
つ
く
り
歌
』

節
つ
く
り
歌

ハ
ー
大
漁
大
漁
が
三
年
続
き
ゃ

サ
ー
ヨ
イ
ヨ
イ

嬶
の
湯
巻
は
ア
リ
ヤ
緋
ぢ
り
め
ん

ハ
ー
つ
つ
じ
椿
は
野
山
を
照
ら
す

サ
ー
ヨ
イ
ヨ
イ

沖
の
鰹
は
ア
リ
ヤ
納
屋
照
ら
す

ハ
ー
伊
予
の
姉
さ
ん
が
い
だ
の
虫
よ

サ
ー
ヨ
イ
ヨ
イ

節
が
出
来
た
ら
ア
リ
ヤ
飛
ん
で
来
い

ハ
ー
鰹
釣
ら
せ
て
早
よ
帰
ら
せ
て

サ
ー
ヨ
イ
ヨ
イ

幸
せ
丸
だ
と
ア
リ
ヤ
言
わ
せ
た
い

ハ
ー
骨
を
抜
く
な
ら
背
骨
か
ら
抜
き
ゃ
れ

サ
ー
ヨ
イ
ヨ
イ

横
し
か
ら
じ
ゃ
と
ア
リ
ヤ
ば
ら
に
な
る

※
昭
和

４７（
１
９
７
２
）年
旧
大
方
町
文

 
化
財
指
定
。

　
黒
潮
町
に
伝
わ
っ
て
い
る
歌
『
浮
津

お
竹
さ
ん
』
の
紹
介
を
し
ま
す
。

　
そ
の
昔
、
浮
津
に
お
竹
さ
ん
と
い
う

美
し
い
娘
さ
ん
が
い
ま
し
た
。

　
そ
の
頃
お
竹
さ
ん
に
は
意
中
の
人
が

い
ま
し
た
が
、
親
の
決
め
た
縁
談
が
す

す
み
、
い
よ
い
よ
祝
言
と
い
う
そ
の
夜
、

思
い
余
っ
た
お
竹
さ
ん
は
、
こ
っ
そ
り

宴
席
を
抜
け
出
し
、
花
嫁
姿
に
前
掛
け

で
、
窪
川
の
恋
人
の
元
に
逃
げ
て
行
き

ま
し
た
。

　
そ
れ
は
古
い
社
会
の
し
き
た
り
に
対

す
る
娘
の
精
一
杯
の
抵
抗
だ
っ
た
か
も

知
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
頃
の
若
い
人
々

か
ら
は
ひ
そ
か
な
声
援
が
送
ら
れ
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
こ
の
歌
は
、
昭
和
の
初

め
ご
ろ
の
大
方
東
部
の
宴
席
で
は
よ
く

歌
わ
れ
て
い
た
と
い
い
ま
す
。
　

　
こ
の
曲
は
、
上
川
口
、
伊
田
方
面
で

歌
わ
れ
て
き
た
仕
事
歌
で
す
。

　
鰹
節
作
り
の
た
め
出
稼
ぎ
に
行
っ
た

人
た
ち
が
土
佐
清
水
か
ら
持
ち
帰
っ
た

も
の
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
厳
し
い
労
働
の
合
間
に
歌
わ
れ
た
と

思
わ
れ
る
こ
の
歌
は
、
明
る
い
歌
詞
、

テ
ン
ポ
の
よ
い
曲
で
、
歌
う
こ
と
で
自

分
を
励
ま
し
、
仲
間
を
励
ま
し
た
こ
と

で
し
ょ
う
。

○
お
問
い
合
わ
せ

 
教
育
委
員
会 

文
化
振
興
係

 （
大
方
あ
か
つ
き
館
内
）

蕁
４
３
―
２
１
１
０（
直
通
）
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備
え
て
安
心

備
え
て
安
心

備
え
て
安
心
78

〜
南
海
地
震
な
ど
あ
ら
ゆ
る
災
害
へ
の
備
え
〜

〜
南
海
地
震
な
ど
あ
ら
ゆ
る
災
害
へ
の
備
え
〜

○
こ
の
シ
リ
ー
ズ
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
 

【
本
庁
】
情
報
防
災
課 

消
防
防
災
係
　
蕁
4
3
―
2
1
8
8（
直
通
）　
【
佐
賀
支
所
】
地
域
住
民
課 

総
合
窓
口
第
１
係
 
蕁
5
5
―
3
1
1
3（
直
通
）

　
１１
月

１０
日
に
土
佐
西
南
大
規
模
公
園

体
育
館
で
、
大
方
の
秋
ま
つ
り
内
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
「
こ
ど
も
★
防
災
フ
ェ
ス

２
０
１
２
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
黒
潮
町
内
を
は
じ
め
、
近
隣

市
町
村
か
ら
約
７
０
０
人
が
集
ま
り
ま

し
た
。
多
く
の
子
ど
も
や
保
護
者
の
皆

さ
ん
、
そ
し
て
消
防
団
や
消
防
署
、
自

衛
隊
、
日
本
赤
十
字
社
、
電
話
会
社
な

ど
、
多
く
の
機
関
が
集
ま
り
、
物
作
り

や
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、

ア
メ
リ
カ
式
の
防
災
講
演
な
ど
盛
り
だ

く
さ
ん
で
大
盛
況
に
終
わ
り
ま
し
た
。

　
普
段
は
で
き
な
い
体
験
を
通
し
て
、

楽
し
く
防
災
を
学
ぶ
機
会
に
な
っ
た
今

回
の
イ
ベ
ン
ト
。
黒
潮
町
を
中
心
に
し

た
幡
多
地
域
の
防
災
知
識
・
技
術
の
向

上
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

　
地
震
で
被
災
し
た
建
物
に
つ
い
て
、

余
震
で
倒
壊
す
る
な
ど
の
危
険
性
が
あ

る
か
ど
う
か
を
判
定
し
て
表
示
を
行
う

も
の
で
す
。
国
や
地
方
公
共
団
体
、
建

築
関
係
団
体
な
ど
が
連
携
し
、
被
災
地

域
に
判
定
士
を
派
遣
し
て
行
い
ま
す
。

　
大
き
な
地
震
が
起
き
る
と
建
物
は
少

な
か
ら
ず
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
、
倒
壊
は

免
れ
て
い
て
も
地
震
に
対
す
る
強
さ
が

弱
ま
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

大
き
な
地
震
の
後
に
は
数
回
の
余
震
が

予
想
さ
れ
ま
す
が
、
弱
く
な
っ
た
建
物

は
、
余
震
に
よ
っ
て
倒
壊
し
た
り
部
材

が
落
下
し
た
り
し
て
人
的
被
害
を
起
こ

し
か
ね
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
被
災
者

が
そ
の
ま
ま
家
に
い
て
い
い
の
か
、
避

難
所
に
避
難
し
た
方
が
い
い
の
か
な
ど

を
判
断
す
る
た
め
に
、
救
命
・
救
急
・

消
防
活
動
と
並
行
し
て
で
き
る
だ
け
速

や
か
に
応
急
危
険
度
判
定
を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
地
震
発
生
後
の
建
物
の
判
定

に
は
次
の
よ
う
な
も
の
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
は
判
定
の
目
的
や
基
準
が
そ
れ

ぞ
れ
異
な
り
ま
す
。

■
被
災
度
区
分
判
定

　
建
物
の
復
旧
対
策
を
検
討
す
る
目
的

で
応
急
危
険
度
判
定
後
に
建
物
の
被
災

度
を
詳
細
に
判
定
す
る
も
の

■
住
家
被
害
認
定

　
「
り
災
証
明
書
」
を
発
行
す
る
目
的

で
被
害
程
度
を
認
定
す
る
も
の

　
ま
た
、
建
物
と
同
様
に
、
造
成
さ
れ

た
宅
地
に
対
し
て
も
災
害
時
の
応
急
対

策
と
し
て
危
険
度
を
判
定
す
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。

■
被
災
宅
地
危
険
度
判
定

　
地
震
や
降
雨
等
に
よ
る
宅
地
災
害
が

広
範
囲
に
発
生
し
た
後
に
、
二
次
災
害

を
防
ぐ
目
的
で
被
害
の
状
況
を
把
握
し

て
宅
地
の
危
険
度
を
判
定
す
る
も
の

※
降
雨
災
害
に
も
対
応
す
る
と
こ
ろ
が

建
物
の
応
急
危
険
度
判
定
と
違
い
ま

す
。

　
目
的
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
判
定
の

た
め
の
調
査
の
際
に
は
ご
協
力
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

この建物に立ち入
ることは危険です

判定結果は3種類のステッカーを建物の出入口などに貼り付け
て表示します。ステッカーはそれぞれA3サイズです。

（赤）

この建物に立ち入
る場合は十分に注
意してください

（黄）

この建物は使用可
能です

（緑）

こ
ど
も
★
防
災
フ
ェ
ス
２
０
１
２

ご
存
じ
で
す
か
？

「
被
災
建
築
物
応
急
危
険
度
判
定
」
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国
民
年
金
は
、

６５
歳
か
ら
「
老
齢
基

礎
年
金
」
が
支
給
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の

ほ
か
に
、
万
が
一
、
病
気
や
ケ
ガ
で
障

が
い
が
残
っ
た
と
き
な
ど
に
、「
障
害

基
礎
年
金
」
が
支
給
さ
れ
て
あ
な
た
や

あ
な
た
の
家
族
の
暮
ら
し
を
守
っ
て
く

れ
ま
す
。（
厚
生
年
金
加
入
者
の
方
に
も

支
給
さ
れ
ま
す
。）

　
た
だ
し
、「
障
害
基
礎
年
金
」
を
受

給
す
る
た
め
に
は
、
次
の
よ
う
な
受
給

要
件
が
あ
り
ま
す
。

　
障
害
基
礎
年
金
は
、
障
が
い
の
原
因

と
な
っ
た
病
気
や
ケ
ガ
の
初
診
日
が
、

２０
歳
未
満
の
方
、
国
民
年
金
に
加
入
中

ま
た
は

６０
歳
以
上

６５
歳
未
満
の
間
に
あ

る
方
が
、
一
定
の
障
が
い
の
状
態
に
な

っ
た
と
き
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
障
が
い

の
程
度
（
障
害
等
級
）
に
応
じ
て
支
給

さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
場
合
の
等
級
は
、

身
体
障
害
者
手
帳
の
等
級
と
は
異
な
り
、

国
民
年
金
法
施
行
令
別
表
な
ど
に
規
定

さ
れ
て
い
る
基
準
と
な
り
ま
す
。

　
年
金
額
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

◆
子
の
加
算
額

　
ま
た
、
障
害
基
礎
年
金
に
は
子
の
加

算
額
が
あ
っ
て
、
生
計
を
維
持
さ
れ
て

い
る

１８
歳
到
達
年
度
の
末
日
ま
で
の
子
、

ま
た
は

２０
歳
未
満
で
一
級
・
二
級
の
障

が
い
の
状
態
に
あ
る
子
が
い
る
場
合
に

は
加
算
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て

い
る
方
は
、
同
一
の
子
を
対
象
と
し
た

障
害
年
金
の
子
の
加
算
と
配
偶
者
の
方

へ
支
払
わ
れ
る
児
童
扶
養
手
当
の
両
方

を
受
け
取
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
児
童
扶
養
手
当
と
障
害
基
礎
年
金
の

子
の
加
算
の
ど
ち
ら
を
受
け
る
か
に
つ

い
て
は
、
原
則
と
し
て
、
児
童
扶
養
手

当
の
金
額
と
障
害
基
礎
年
金
の
子
の
加

算
額
と
で
比
較
し
て
金
額
の
高
い
方
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

児
童
扶
養
手
当
に
は
所
得
制
限
が
あ
る

ほ
か
、
障
害
基
礎
年
金
の
子
の
加
算
も

子
の
人
数
に
よ
っ
て
金
額
が
違
う
た
め
、

詳
し
く
は
年
金
事
務
所
な
ど
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
受
給
の
た
め
の
要
件

　
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、

初
診
日
の
あ
る
月
の
前
々
月
ま
で
の
「
国

民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

期
間
」
の
う
ち
、
３
分
の
２
以
上
の
期

間
が
、
①
保
険
料
を
納
め
た
期
間
ま
た

は
②
保
険
料
を
免
除
さ
れ
た
期
間
で
あ

る
と
い
う
「
保
険
料
の
納
付
要
件
（
３

分
の
２
要
件
）」
を
満
た
す
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
ま
た
、「
３
分
の
２
要
件
」
を
満
た

せ
な
く
て
も
、
平
成

２８
年
３
月
ま
で
に

６５
歳
未
満
で
初
診
日
が
あ
る
場
合
は
、

初
診
日
の
あ
る
月
の
前
々
月
ま
で
の
１

年
間
の
す
べ
て
の
期
間
が
①
保
険
料
を

納
め
た
期
間
ま
た
は
②
保
険
料
を
免
除

さ
れ
た
期
間
で
あ
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、

２０
歳
前
に
初
診
日
が
あ
る

場
合
は
、
保
険
料
の
納
付
要
件
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
本
人
の
所
得
に
よ
っ
て
、

年
金
の
一
部
ま
た
は
全
部
が
支
給
停
止

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
「
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
期
間
」
は
、
原
則
と
し
て

２０

歳
か
ら

６０
歳
に
な
る
ま
で
の
期
間
で

す
が
、
海
外
に
在
住
し
て
い
る
期
間

や
、
厚
生
年
金
な
ど
か
ら
老
齢
年
金

を
受
け
て
い
る
期
間
は
除
か
れ
ま
す
。

　
ご
自
分
が
、
保
険
料
納
付
要
件
を
満

た
し
て
い
る
か
ど
う
か
心
配
な
方
や
、

国
民
年
金
の
詳
細
を
お
知
り
に
な
り
た

い
方
は
、
役
場
国
民
年
金
担
当
窓
口
ま

た
は
年
金
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
黒
潮
町
役
場

　
本
庁 

住
民
課 

住
基
戸
籍
係

　
蕁
４
３
―
２
８
０
０（
直
通
）

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課

　
総
合
窓
口
第
２
係

　
蕁
５
５
―
３
７
０
１（
直
通
）

　
日
本
年
金
機
構 

幡
多
年
金
事
務
所

　
蕁
３
４
―
１
６
１
６（
直
通
）

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

『
障
害
基
礎
年
金
』

�
�  （3人目から）　75,400円（子1人につき）

平成24年度国民年金障害基礎年金

1級障害 年額　983,100円

2級障害 年額　786,500円

子の加算額

（子1人につき）

（2人まで）  226,300円

（3人目から）  75,400円

役場からのお知らせ役場からのお知らせ
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年
末
年
始
の
町
ご
み
収
集
・
幡
多
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
営
業
日

　
町
が
実
施
す
る
家
庭
ご
み
収
集
は
、

年
末
は

１２
月

２８
日（
金
）ま
で
平
常
ど
お

り
と
し
、
年
始
は
１
月
４
日（
金
）か
ら

開
始
し
ま
す
。

　
幡
多
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
年
末
年

始
の
営
業
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

１２

月
２９
日（
土
）は
特
別
に
個
人
持
ち
込
み

な
ど
の
対
応
に
な
り
ま
す
。

　
個
人
で
幡
多
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ

ご
み
を
搬
入
さ
れ
る
方
は
、
年
末
年
始

は
大
変
混
み
合
い
ま
す
の
で
時
間
に
余

裕
を
持
っ
て
受
付
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
鉄
類
を
多
く
含
む
粗
大
ご
み

は
換
金
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

古
物
商
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
ご
み
減
量
化
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
幡
多
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
　

蕁
３
１
―
２
６
０
０（
直
通
）

　
黒
潮
町
役
場 

本
庁 

住
民
課
 

　
環
境
保
全
係

蕁
４
３
―
２
８
０
０（
直
通
）

　
今
年
の
ヒ
ュ
ー
マ
ン
遊
学
で
は
、
健

康
な
身
体
づ
く
り
と
さ
ま
ざ
ま
な
食
文

化
を
学
ぶ
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
豊
か
な
食
文
化
を
体
験
し
至
福
の
時

間
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
第
３
講
座

　
１２
月

１９
日（
水
）午
後
６
時

３０
分
〜

内
容
　
昔
な
が
ら
の
お
せ
ち
料
理

講
師
　
栄
養
士
　

饌
田
佐
惠
さ
ん

◆
募
集
人
数
　

２０
人（
先
着
順
）

◆
場
所
　
佐
賀
老
人
憩
の
家

◆
申
込
締
切
　
講
座
の
３
日
前

◆
参
加
料
　
５
０
０
円

○
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
佐
賀
町
民
館

蕁
５
５
―
２
１
０
８（
直
通
）

第
２
講
座

日
時
　

１２
月
９
日（
日
）午
後
２
時
〜

場
所
　
大
方
あ
か
つ
き
館 

２
階 

会
議
室

講
師
　
大
熊
平
城
さ
ん
（
上
林
暁
の
孫
、

幼
少
期
を
祖
父
の
家
で
過
ご
す
。
大
学

で
は
西
洋
学
を
学
び
、
上
林
暁
未
発
表

作
品
集
『
ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン
飛
行
船
と
黙

想
』
の
編
集
に
当
た
る
。）

入
場
料
　
無
料

○
お
問
い
合
わ
せ

　
教
育
委
員
会 
文
化
振
興
係

　（
大
方
あ
か
つ
き
館
内
）

蕁
４
３
―
２
１
１
０（
直
通
）

お
正
月
を
彩
る
！

「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
遊
学
」
受
講
生
募
集

〜
分
け
れ
ば
資
源
・
混
ぜ
れ
ば
ご
み
〜

ご
み
の
出
し
方

上
林
暁
文
学
講
座

月　　日 受付時間

通常営業 ～12月28日（金）
9：00～16：30　
※昼休み（12：00～13：00）を除く

特別営業 12月29日（土） 9：00～16：30　
※昼休み（12：00～13：00）を除く

休　　業 12月30日（日）
          ～1月3日（木） ―

通常営業 1月4日（金） 9：00～16：30　
※昼休み（12：00～13：00）を除く

■幡多クリーンセンター年末年始営業について

黒 潮 町 成 人 式平成25年 黒 潮 町 成 人 式平成25年 黒 潮 町 成 人 式平成25年
成人の日を迎えられる皆さんを心からご祝福します。

◆日　時／平成25年1月3日（木）
　　　　　12：30～  受付　　　13：30～  式典
　　　　　14：20～  記念行事（記念コンサート　大方吹奏楽団）
　　　　　15：00～  閉会・記念撮影
◆場　所／ふるさと総合センター 大ホール（黒潮町入野）
　平成４年４月２日から平成５年４月１日生まれで、次のいずれかに該当する方（①町内に住所を有
する方、②町内の中学校を卒業した方、③町内の小学校を卒業し、町外の中学校を卒業した方）には、
成人式の案内通知をお送りしています。ご来場お待ちしています。

【お問い合わせ】教育委員会 生涯学習係　蕁55－3190（直通）
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遊
休
農
地
解
消
へ
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

　
黒
潮
町
農
業
委
員
会
（
井
上
道
明
会

長
、
委
員

２０
人
）
は
、

１０
月

１９
日
、
今

年
度
の
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま

し
た
。
今
回
の
パ
ト
ロ
ー
ル
で
は
、
町

内
の
農
用
地
区
域
内
を
中
心
に
平
成

２０

年
度
の
耕
作
放
棄
地
実
態
調
査
で
作
成

し
た
図
面
を
も
と
に
、
遊
休
農
地
の
現

況
・
実
態
把
握
や
許
可
案
件
の
履
行
状

況
の
確
認
、
違
反
転
用
・
不
法
投
棄
の

発
見
に
努
め
ま
し
た
。

　
今
後
は
、

１１
月
か
ら

１２
月
に
か
け
て
、

町
内
を
５
地
区
に
分
け
、
担
当
地
区
を

農
業
委
員
が
交
代
で
事
務
局
職
員
と
共

に
巡
回
調
査
し
ま
す
。

　
今
後
、
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
遊
休

農
地
の
所
有
者
に
対
し
て
、
相
談
や
あ

っ
せ
ん
、
有
効
活
用
な
ど
に
取
り
組
み
、

解
消
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

★
視
察
研
修
（
８
月
３０
日
〜
３１
日
）

　
「
耕
作
放
棄
地
の
解
消
」
に
向
け
た

取
り
組
み
の
視
察
を
し
ま
し
た
。

　
１
日
目
は
、
愛
媛
県
西
条
市
の
遠
赤

青
汁
株
式
会
社
を
視
察
。
同
社
は
、
平

成
４
年
か
ら
耕
作
放
棄
地
を
借
り
入
れ

て
、
農
地
と
し
て
再
生
さ
せ
、
ケ
ー
ル

を
有
機
栽
培
し
、
さ
ら
に
青
汁
に
加
工

し
て
販
売
し
て
ま
し
た
。
近
年
、
青
汁

の
市
場
は
飽
和
状
態
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

有
機
栽
培
ケ
ー
ル
を
原
料
と
し
た
化
学

成
分
を
含
ま
な
い
無
香
料
の
石
鹸
や
化

粧
品
を
開
発
し
、
ニ
ン
ニ
ク
加
工
品
の

製
造
施
設
を
整
備
す
る
な
ど
、
耕
作
放

棄
地
を
活
用
し
た
ニ
ン
ニ
ク
や
ケ
ー
ル

の
栽
培
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
こ
れ
ま

で
に
約

１６
ｈａ
の
耕
作
放
棄
地
を
借
り
入

れ
し
、
約

１４
ｈａ
で
ケ
ー
ル
や
ニ
ン
ニ
ク

の
有
機
栽
培
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 
工
場
で
説
明
を
受
け
た
後
、
耕
作
放

棄
地
と
耕
作
放
棄
地
解
消
地
の
現
地
を

視
察
し
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
、
広
島
県
と
愛
媛
県
の
県

境
、
瀬
戸
内
海
の
ほ
ぼ
中
心
に
位
置
す

る
愛
媛
県
上
島
町
農
業
委
員
会
を
視
察

し
、「
町
ぐ
る
み
で
行
う
放
棄
地
の
解

消
に
向
け
た
取
り
組
み
」
の
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

　
上
島
町
の
農
業
は
、
温
暖
な
気
候
と

島
特
有
の
傾
斜
地
が
多
い
こ
と
な
ど
の

立
地
特
性
か
ら
、
柑
橘
栽
培
が
中
心
の

農
業
生
産
が
行
わ
れ
て
お
り
、
特
に
レ

モ
ン
栽
培
は
昭
和

５７
年
か
ら
「
青
い
レ

モ
ン
の
島
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に

栽
培
普
及
に
努
め
、
一
方
で
農
産
物
の

生
産
・
販
売
・
加
工
を
行
う
第
３
セ
ク

タ
ー
を
設
立
し
、
レ
モ
ン
を
加
工
し
た

果
汁
や
ジ
ャ
ム
、
ケ
ー
キ
な
ど
の
特
産

品
開
発
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

▼
非
営
利
活
動（
Ｎ
Ｐ
О
）法
人
豊
か
な

島
の
食
「
岩
城
農
村
塾
」

　
町
へ
の
移
住
希
望
者
の
相
談
窓
口
の

体
制
整
備
を
行
う
と
共
に
島
の
農
漁
業

を
地
域
資
源
と
し
て
捉
え
、
体
験
す
る

「
島
暮
ら
し
」
を
通
じ
て
魅
力
を
Ｐ
Ｒ

し
、
住
民
が
そ
れ
ら
の
活
動
に
参
画
す

る
こ
と
に
よ
り
、
Ｕ
タ
ー
ン
や
Ｉ
タ
ー

ン
に
対
す
る
関
心
を
高
め
、
島
で
生
活

す
る
若
者
を
増
や
し
て
活
力
増
進
に
つ

な
が
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

▼
株
式
会
社
「
し
ま
の
会
社
」

　
農
民
が
出
資
者
と
な
っ
て
株
式
会
社

を
設
立
し
て
、
島
の
魅
力
を
情
報
発
信

す
る
場
と
し
て
「
し
ま
で
カ
フ
ェ
」
を

運
営
し
、
島
の
資
源
を
活
か
し
た
商
品

開
発
や
島
の
人
々
の
困
り
ご
と
を
お
助

け
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
遊
休
化
し
た
農
地
を
生
産
の
最
前
線

に
復
帰
さ
せ
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る

こ
と
の
重
要
性
を
感
じ
た
研
修
で
し
た
。

　○
お
問
い
合
わ
せ
　

　
農
業
委
員
会
　

蕁
４
３
―
１
８
８
８（
直
通
）

農
業
委
員
会
だ
よ
り



広報くろしお  №81　2012（平成24）年12月号濂

しっかり積み立て、がっちりサポート
安心で豊かな老後を！
しっかり積み立て、がっちりサポート
安心で豊かな老後を！
しっかり積み立て、がっちりサポート
安心で豊かな老後を！

担
［愛称］

い手積立年金国が支える
国が支える 安心が大きくなる

安心が大きくなる

農業者年金の特徴
★ 農業に従事されている方は誰でも加入できます。

　60歳未満の国民年金第1号被保険者（国民年金保険料納付免除者を除く。）であって年間60日以
上農業に従事している方は誰でも加入できます。配偶者や後継者など家族農業従事者の方も加入
できます。　　　　　　　　〈家族一人ひとりの年金を！ 今、女性の新規加入者が増えています。〉

★ 保険料は自分で選べ、いつでも見直しできます。
　自分が必要とする年金額の目標に向けて、保険料を自由に決められ（月額2万～6万7千円の間
で千円単位）、経営の状況や老後設計に応じていつでも見直せます。

★ 終身年金で80歳までの保証付きです。
　農業者老齢年金は、原則65歳から生涯受け取ることができます。
　仮に80歳前に亡くなられた場合でも、80歳までに受け取れるはずであった農業者老齢年金の
額の現在価値に相当する額を、ご遺族（死亡者の死亡当時に同一生計であった、配偶者、子、父母、
孫、祖父母または兄弟姉妹の順位）に死亡一時金として支給します。

★ 税制面で大きな優遇措置があります。
☆支払った保険料は、全額（1人当たり最高年額80万4千円）が社会保険料控除の対象となり、所得

税・住民税が節税になります（支払った保険料の15％～30％程度が節税）。
☆保険料を農業者年金基金が運用して得られる収益（運用益）は非課税です。
☆将来受け取る農業者年金には公的年金等控除が適用されます。
　（65歳以上の方は公的年金等の合計額が120万円までの場合は、全額控除できます。）

〈つまり入口から出口まで税制上の優遇措置があります。〉

★ 認定農業者など一定の要件を満たす方には、保険料の国庫補助があります。
　認定農業者で青色申告をしている方やその方と家族経営協定を結んだ配偶者・後継者の方など
一定の要件を満たす方には、保険料の国庫補助（月額最高1万円、通算すると最大で216万円） が
あります。
　この国庫補助額に見合う年金は、農地などの経営継承をすれば原則65歳から特例付加年金とし
て受給できます。農地などの経営継承の時期についての年齢制限はなく、本人の体力などに応じ
て受給の時期を決められます。　　　　　　　　〈農業の担い手の皆さんへの特別な支援です。〉

★ 少子高齢時代に強い年金です。年金資産は安全性を重視して運用しています。
　自ら積み立てた保険料とその運用益（付利）により将来受け取る年金額が決まる「積立方式（確
定拠出型）」の年金です。少子高齢化が進んでも制度の安定性は損なわれません。

注：運用の結果得られる年金原資が、積み立てた保険料の総額を下回らないという保証はありませんが、安全性を重視し
た運用方法や、65歳の年金裁定時に運用収入の累計額ができるだけマイナスとならないようにする準備金の仕組み
などを導入しています。

○さらに詳細な内容やご相談については、下記にお問い合わせください。

　黒潮町農業委員会 　　  蕁43－1888（直通）

　JA高知はた 大方支所　蕁43－1211／佐賀支所　蕁55－2511

　独立行政法人 農業者年金基金（企画調整室）　蕁03－3502－3942 

役場からのお知らせ役場からのお知らせ
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「
母
子
・
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
制
度
」

ご
存
知
で
す
か
？

障
が
い
児
長
期
休
暇
支
援
事
業
の

利
用
に
つ
い
て

来
年
４
月
に
入
学
さ
れ
る
お
子
さ
ん
、

麻
し
ん
風
し
ん
の
予
防
接
種
は

お
済
み
に
な
り
ま
し
た
か
？

　
母
子
家
庭
や
寡
婦
の
方
の
生
活
の
安

定
の
た
め
に
、
各
種
資
金
の
貸
付
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
資
金
の
種
類
に
よ
っ
て
、
貸
付
限
度

額
や
償
還
期
間
、
据
置
期
間
、
利
子
な

ど
が
異
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

【
貸
付
の
種
類
】

◆
就
学
支
度
資
金

児
童
の
入
学
に
必
要
な
被
服
な
ど
の

購
入
資
金
（
小
・
中
学
校
に
つ
い
て

は
所
得
制
限
あ
り
）

◆
修
学
資
金

児
童
の
高
校
・
大
学
な
ど
へ
の
修
学

資
金

◆
事
業
開
始
資
金

事
業
を
開
始
す
る
た
め
に
必
要
な
設

備
・
什
器
・
機
械
な
ど
の
購
入
資
金

◆
事
業
継
続
資
金

現
在
継
続
中
の
事
業
に
必
要
な
商
品
・

材
料
な
ど
を
購
入
す
る
運
転
資
金

◆
技
能
習
得
資
金

技
能
や
資
格
を
得
る
た
め
に
必
要
な

授
業
料
・
材
料
な
ど
の
購
入
資
金

◆
就
職
支
度
資
金

就
職
に
直
接
必
要
な
洋
服
、
履
物
な

ど
の
購
入
資
金

◆
修
業
資
金

児
童
が
事
業
開
始
ま
た
は
就
職
す
る

た
め
の
知
識
技
能
習
得
資
金

◆
医
療
介
護
資
金

　
医
療
費
ま
た
は
介
護
費

◆
生
活
資
金

①
配
偶
者
の
な
い
女
子
と
な
っ
て
７
年

未
満
の
方
の
生
活
資
金

②
技
能
習
得
中
お
よ
び
医
療
介
護
を
受

け
て
い
る
期
間
の
生
活
費
補
給
資
金

③
失
業
中
の
生
活
補
給
資
金

◆
住
宅
資
金

住
宅
の
建
築
・
購
入
・
増
改
築
・
補

修
保
全
資
金

◆
転
宅
資
金

転
居
時
の
住
宅
の
賃
貸
・
家
財
運
搬

費
な
ど
　

◆
結
婚
資
金

　
児
童
の
結
婚
へ
の
必
要
資
金

○
お
問
い
合
わ
せ
・
手
続
き
先

　
本
庁 

健
康
福
祉
課 

福
祉
係

　
　
　
蕁
４
３
―
２
１
１
６（
直
通
）

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課

　
総
合
窓
口
第
２
係

　
　
　
蕁
５
５
―
３
１
１
２（
直
通
）

 　
冬
休
み
期
間
中
に
日
中
活
動
の
場
所

を
提
供
す
る
こ
と
で
、児
童
の
健
全
育
成

を
図
る
と
と
も
に
、そ
の
家
族
の
介
護
負

担
を
軽
減
す
る
こ
と
を
目
的
に
障
が
い

児
長
期
休
暇
支
援
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

◆
対
象
者

・
特
別
支
援
学
級
お
よ
び
養
護
学
校
在

学
中
の
方

・
在
宅
で
生
活
し
て
い
る

１８
歳
以
下
の

身
体
障
害
者
手
帳
か
療
育
手
帳
を
お

持
ち
の
方

・
１８
歳
以
下
の
発
達
障
が
い（
自
閉
症
・

ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
・
学
習
障
が

い
・
注
意
欠
損
／
多
動
性
障
が
い
な

ど
）の
方

◆
期
間
　

　
１２
月

２５
日（
火
）〜
平
成

２５
年
１
月
７

日（
月
）
※
土
・
日
・

１２
月

２９
日（
土
）

〜
１
月
３
日（
木
）は
休
み

◆
時
間

　
午
前
８
時

３０
分
〜
午
後
５
時

３０
分

◆
内
容

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
音
楽
療
法
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
創
作
活
動
、

日
常
生
活
動
作
の
支
援
、
療
育
な
ど
の

支
援

◆
利
用
料
金（
１
人
当
た
り
）

　
１
日
６
０
０
円
、
半
日
３
０
０
円

◆
開
催
場
所
　
大
方
誠
心
園

◆
持
参
す
る
も
の

　
昼
食
（
事
前
の
申
し
込
み
に
て
１
食

３
０
０
円
で
提
供
が
で
き
ま
す
。
）

○
利
用
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

健
康
福
祉
課 

福
祉
係
　

蕁
４
３
―
２
１
１
６（
直
通
）

　
入
学
前
の
就
学
時
健
診
や
ラ
ン
ド
セ

ル
の
ご
準
備
に
忙
し
い
時
期
に
な
り
ま

し
た
。
も
し
麻
し
ん
風
し
ん
の
予
防
接

種
が
ま
だ
の
お
子
さ
ん
は
、
平
成

２５
年

３
月
末
が
有
効
期
限
で
す
。

　
ま
た
同
様
に
、
中
学
１
年
生
、
高
校

３
年
生
相
当
の
年
齢
の
方
の
予
防
接
種

も
平
成

２５
年
３
月
末
ま
で
で
す
。

　
お
忘
れ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
お
気
を

付
け
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

健
康
福
祉
課 

保
健
衛
生
係

蕁
４
３
―
２
８
３
６（
直
通
）

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 

保
健
セ
ン
タ
ー

蕁
５
５
―
７
３
７
３（
直
通
）
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平
成
２４
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
を
実
施
し
ま
し
た

　
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、

宝
く
じ
の
普
及
広
報
事
業
と
し
て
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
促
進
と
健
全
な
発
展

が
図
ら
れ
る
よ
う
助
成
を
行
っ
て
い
ま

す
。

【
川
奥
地
区
】

お
神
輿
を
購
入
し
ま
し
た

　
地
元
住
民
に
よ
っ
て
代
々
継
承
し
て

き
た
祭
り
を
、
今
後
も
引
き
続
き
開
催

で
き
る
よ
う
に
、
必
要
な
備
品
を
購
入

し
ま
し
た
。

　
秋
ま
つ
り
で
は
約

４０
年
ぶ
り
に
地
域

を
お
神
輿
が
回
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
参

加
者
も
多
く
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

総
務
課 

企
画
振
興
係

蕁
４
３
―
２
１
７
７（
直
通
）

◆
還
付
金
詐
欺
に
注
意
！

　
電
話
１
本
で
高
齢
者
か
ら
大
切
な
財

産
を
だ
ま
し
取
る
振
り
込
め
詐
欺
。

　
最
近
、
役
所
な
ど
の
公
的
機
関
職
員

を
か
た
り
、
医
療
費
の
還
付
金
が
あ
る

な
ど
と
偽
り
、
還
付
に
必
要
な
手
続
き

を
装
っ
て
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作
さ
せ
て
送
金

さ
せ
る
手
口
が
再
び
頻
発
し
て
い
ま
す
。

◆
還
付
金
詐
欺
の
手
口（
例
）

　
公
的
機
関
の
職
員
を
装
う
犯
人
か
ら
、

「
医
療
費
の
払
い
戻
し
が
あ
り
ま
す
。

今
日
中
に
手
続
き
が
必
要
で
す
」「
Ａ

Ｔ
Ｍ
か
ら
簡
単
に
手
続
き
で
き
ま
す
。

通
帳（
カ
ー
ド
）を
持
っ
て
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
着

い
た
ら
、
社
会
保
険
事
務
所
へ
携
帯
電

話
か
ら
電
話
し
て
く
だ
さ
い
」
と
自
宅

の
電
話
に
電
話
が
あ
り
ま
す
。
教
え
ら

れ
た
番
号
に
電
話
す
る
と
…
。

 
社
会
保
険
事
務
所
職
員
を
装
う
犯
人

が
電
話
に
出
て
、「
こ
ち
ら
の
言
う
と

お
り
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作
し
て
く
だ
さ
い
。」

と
指
示
さ
れ
、
言
わ
れ
る
ま
ま
操
作
す

る
と
、
知
ら
ぬ
間
に
他
人
の
口
座
に
送

金
し
て
し
ま
い
ま
す
。

◆
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

◎
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
簡
単
に
戻
る
還
付
金
は
存

在
し
ま
せ
ん
。
電
話
で
の
お
金
の
話

は
要
注
意
で
す
！

◎
公
的
機
関（
役
所
、
警
察
署
な
ど
）が
、

暗
証
番
号
や
預
金
額
な
ど
を
電
話
で

尋
ね
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
！

◎
電
話
や
郵
便
物
な
ど
で
、
高
額
の
現

金
を
相
手
の
預
金
口
座
に
「
振
り
込

め
」
と
言
わ
れ
て
も
、
言
わ
れ
る
ま

ま
に
振
り
込
ん
で
は
い
け
ま
せ
ん
！

 
携
帯
電
話
で
通
話
し
な
が
ら
Ａ
Ｔ
Ｍ

を
操
作
し
て
い
る
人
が
い
た
ら
、
声
を

か
け
て
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

 
四
万
十
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

蕁
３
４
―
６
３
０
１（
直
通
）

 
本
庁 

産
業
推
進
室 
商
工
観
光
係

蕁
４
３
―
２
１
１
３（
直
通
）

四
万
十
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
便
り

川奥地区では、老朽化したお神輿
の買い換えを行いました。

宝くじは、広く社会に
役立てられています。

平成24年工業統計調査を実施します

○お問い合わせ　本庁 総務課 企画振興係　蕁43ー2177（直通）

▼平成24年工業統計調査は、従業員4人以上のすべての製造事業所を対象に、
12月31日時点で実施します。▼工業統計調査は、我が国における工業の実態
を明らかにすることを目的とする政府の重要な調査で、統計法に基づく報告義務のある基幹統
計調査です。▼調査の結果は中小企業施策や地域振興など、国および地域行政施策のための基
礎資料として利活用されます。▼調査票にご記入いただいた内容は、統計作成の目的以外（税
の資料など）に使用することは絶対にありません。▼調査の趣旨・必要性をご理解いただき、
ご回答をよろしくお願いいたします。　　　　　　　　　　　　　【経済産業省・高知県・黒潮町】
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狡やなせ　たかし土佐くろしお鉄道NEWS土佐くろしお鉄道NEWS土佐くろしお鉄道NEWSサニーくん サンコちゃん

【お申し込み・お問い合わせ】
　土佐くろしお鉄道株式会社 中村駅　蕁35－4961　／　宿毛駅　蕁0880－63－6000

土佐くろしお鉄道中村・宿毛線　
団体利用・列車貸切利用運賃　特別割引のお知らせ

土佐くろしお鉄道中村・宿毛線　
団体利用・列車貸切利用運賃　特別割引のお知らせ

土佐くろしお鉄道中村・宿毛線　
団体利用・列車貸切利用運賃　特別割引のお知らせ

種別 従来の運賃 利用例特別割引

団
　
体
　
旅
　
客
　
運
　
賃

貸
切
旅
客
運
賃

通常の運賃に比べて
008人～100人　10％引き
101人～300人　20％引き
301人以上　　　　30％引き

さらに
中学生は割引率を20％上乗
せ、その他の学生は10％上
乗せ

例）中学生200人の場合は40
　　％引きになります。

従来の団体旅客運賃
から、さらに1／2
割引き

ただし1人当たりの
特別割引額は500
円まで
また、1団体1回の
利用につき
20,000円まで

保育園・小学校遠足、婦人団体・老
人クラブ旅行など
※窪川以東に行く場合でも土佐くろ

しお鉄道区間は対象になります。
例）保育園の遠足で宿毛～入野まで
　　40人が利用した場合
・通常運賃（小児）
　430円×0.8＝350円 ※20%引き
・40人分の場合 
　350円×40人＝14,000円
・特別割引の場合
　14,000円×1／2＝7,000円
※1人当たり　175円

－

下記の区間の往復で

中村駅～窪川駅間 59,500円

中村駅～宿毛駅間 34,300円

宿毛駅～窪川駅間 86,800円

列車貸切利用運賃から

1／3　割引き

ただし、1回の利用に

つき20,000円まで。

カラオケ列車（カラオケ設備別途要）、

婚活列車、忘年会利用、結婚披露宴など

例）中村～窪川間で利用した場合

59,500円×2／3≒39,700円

　土佐くろしお鉄道を8人以上の団体で利用する場合の団体

料金と、列車を貸切で利用する場合の貸切料金が、期間限定

で割引になります。もともとお得な料金設定となっている団

体利用や列車貸切利用の運賃を、さらに割引します。この機

会にぜひ土佐くろしお鉄道をご利用ください。

○割引実施期間：12月1日（土）～平成25年3月31日（日）

○割　引　対　象　者：団体旅客運賃、貸切旅客運賃を支払する団体、個人

　　　　　　　　※旅行会社が主催するツアーなどにかかるものは除きます。

○割 引 区 間：土佐くろしお鉄道　中村・宿毛線　窪川駅～宿毛駅の全区間

　　　　　　　　※窪川以東の路線は対象になりません。

○割　　引　　率：下表のとおり

○申 込 方 法：土佐くろしお鉄道㈱に団体利用、貸切利用の申し込みをする際に、同時にお

　　　　　　　　申し込みください。

○注 意 事 項：割引実施期間内であっても、予算の都合上、割引実施を終了する場合があり

　　　　　　　　ますのでご了承ください。
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黒潮町ケーブルテレビ

12月番組予定表
IWKTV加入についてのお問い合わせは

まで光ネットワークサービスセンター
営業時間  9：00～17：00（土・日・祝日・年末年始を除く）

時

6

番　　　　組

0800－200－1373

ＩＷＫＴＶの放送時間・番組などに関するお問い合わせは　黒潮町役場 本庁 情報防災課 情報推進係 または ＩＷＫＴＶ制作室まで

【情報推進係】蕁43－2188 【IWKTV制作室】蕁43－0500
E-Mail  iwktv@iwk.ne.jp

（土・日・祝日・年末年始を除く9：00～17：00）
（土・日・祝日・年末年始を除く8：30～17：15）

◆ＩＷＫＮＥＷＳ…まちの出来事をお送りします。
◆行政チャンネル…役場からの情報をお送りします。
◆耳をすまして…まちの人による絵本の読み聞かせ番組。
◆こじゃんと夢中!!みんなのサークル…サークルや部活動など、夢中な人をご紹介。
◆教えて!!まちのお店舗さん…黒潮町のお店をご紹介します。
◆ふるさと散策…黒潮町内を散策、再発見します。

◆お話玉手箱…町内の民話、伝承などを紙芝居で楽しめます。
◆料理deぽん…町内のいろんなごちそうをご紹介。
◆図書館どうでしょう…図書館の新刊をご紹介。
◆ザ☆黒潮人…町内に住む「人」にクローズアップ
◆くろしお☆チルドレン…黒潮町の子どもたちをご紹介します。

ＩＷＫＴＶ自主放送番組内容のご紹介 番組内容の更新は、毎週水曜日の15：00です。

00  番組案内
05 ＩＷＫＮＥＷＳ
25  行政チャンネル
40  耳をすまして
55  こじゃんと夢中!! みんなのサークル

7

10  ふるさと散策
15  教えて!! まちのお店舗さん
30  図書館どうでしょう
35  料理deぽん
50  お話玉手箱

11

10  耳をすまして
25  こじゃんと夢中!! みんなのサークル
40  ふるさと散策
45  教えて!! まちのお店舗さん

12

00  図書館どうでしょう
05  料理deぽん
20  お話玉手箱
35  ザ☆黒潮人
50  くろしお☆チルドレン
55  サイエンスチャンネル

◆平成24年黒潮町議会12月定例会生中継・再放送
　12月7日（金）～12月20日（木）
　生中継　09:00～議会終了まで
　再放送　19:00～議会終了まで
※再放送は、翌日の19:00からとなります。
※議会運営委員会の結果により、日程は変更となる場合が
　あります。

◆平成24年高知県議会12月定例会生中継・録画放送
　12月23日（日）～12月27日（木）
　生中継・録画放送　10:00～議会終了まで
　※12月23日～26日までは録画放送となります。

13 10  Kochi on TV!

14 10  片さんのFish! おふ

9 40  片さんのFish!おふ

8

05  ザ☆黒潮人
20  くろしお☆チルドレン
25  サイエンスチャンネル
40  Kochi on TV!

10
30  番組案内
35 ＩＷＫＮＥＷＳ
55  行政チャンネル

特
別
番
組

※24：00～翌朝6：00までは「ショップチャンネル」を
　放送します。24

注1）特別番組は、番組時間を調整して放送しますので、番組表と異な
る場合があります。

注2）放送内容などは予告なく変更する場合がありますのでご了承くだ
さい。なお、電子番組表をご覧いただくと正確な番組内容を確認
できます。（デジアナ放送を視聴の方以外）

時

15

番　　　　組
00  番組案内
05 ＩＷＫＮＥＷＳ
25  行政チャンネル
40  耳をすまして
55  こじゃんと夢中!! みんなのサークル

16

10  ふるさと散策
15  教えて!! まちのお店舗さん
30  図書館どうでしょう
35  料理deぽん
50  お話玉手箱

20

10  耳をすまして
25  こじゃんと夢中!! みんなのサークル
40  ふるさと散策
45  教えて!! まちのお店舗さん

21

00  図書館どうでしょう
05  料理deぽん
20  お話玉手箱
35  ザ☆黒潮人
50  くろしお☆チルドレン
55  サイエンスチャンネル

22 10  Kochi on TV!

23 10  片さんのFish! おふ

18 40  片さんのFish!おふ

17

05  ザ☆黒潮人
20  くろしお☆チルドレン
25  サイエンスチャンネル
40  Kochi on TV!

19
30  番組案内
35 ＩＷＫＮＥＷＳ
55  行政チャンネル

10月から加入料無料キャンペーン実施中！10月から加入料無料キャンペーン実施中！
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日
時
　

１２
月
９
日（
日
）

午
後
１
時
開
場
、
１
時

３０
分
開
始

場
所
　
四
万
十
市
立
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

内
容
 

・
「
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
お
子
様
と
の

適
切
な
関
わ
り
方
」

高
知
大
学
医
学
部
小
児
思
春
期
医
学
教
室

助
教
　
大
石
　
拓 

氏

・「
こ
ど
も
の
感
染
症

 
 
 

―
予
防
と
上
手
な
対
処
法
―
」

 
幡
多
け
ん
み
ん
病
院 

小
児
科
　

 
新
生
児
部
長
　
前
田
明
彦 

氏

参
加
費
　
無
料

 
 
 （

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
）

★
お
子
さ
ん
を
お
預
か
り
す
る
部
屋
を

用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　
幡
多
け
ん
み
ん
病
院 

経
営
企
画
課

　
　
蕁
０
８
８
０
―
６
６
―
２
２
２
２

　
　
黒
潮
町
役
場

　
　
本
庁 

健
康
福
祉
課 

保
健
衛
生
係

　
　
蕁
４
３
―
２
８
３
６（
直
通
）

　
　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課
 

　
　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
蕁
５
５
―
７
３
７
３（
直
通
）

　
高
知
県
で
は
、「
地
震
・
津
波
か
ら

命
を
守
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
」

な
ど
を
テ
ー
マ
に
、
東
日
本
大
震
災
の

津
波
か
ら
多
く
の
小
中
学
生
が
生
き
延

び
た
岩
手
県
釜
石
市
の
防
災
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
、
群
馬
大
学
大
学
院
・
片
田
敏
孝

教
授
を
お
招
き
し
て
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。
多
く
の
方
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

日
時
　

１２
月

１８
日（
火
）

午
後
６
時
開
場
、
６
時

３０
分
開
演

場
所
　
高
新
Ｒ
Ｋ
Ｃ
ホ
ー
ル

（
高
知
市
本
町
３
丁
目
２
―

１５
高
知
新

聞
放
送
会
館
６
階
）

演
題
「
巨
大
津
波
想
定
に
向
か
い
合
う

防
災
を
考
え
る
」

講
師
　
群
馬
大
学
大
学
院 
片
田
敏
孝
教
授

入
場
料
　
無
料

申
込
方
法
　

１２
月

１２
日（
水
）
ま
で
に

左
記
へ
お
名
前
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

※
託
児
サ
ー
ビ
ス
を
設
け
て
い
ま
す
（
生

後
６
カ
月
〜
９
歳
）。
ご
利
用
の
方

は
必
ず
、
お
子
さ
ん
の
お
名
前
・
年

齢
・
緊
急
時
電
話
番
号
を
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

　
　
高
知
県
南
海
地
震
対
策
課

　
　
企
画
調
整
担
当

　
蕁
０
８
８
―
８
２
３
―
９
７
９
８

　
林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
か
？
　
林
退
共
制
度
に
加
入

し
て
い
た
が
、
退
職
金
を
ま
だ
受
け
取

っ
て
い
な
い
方
を
探
し
て
い
ま
す
。
ご

自
身
が
林
退
共
へ
加
入
し
て
い
た
か
分

か
ら
な
い
場
合
は
お
調
べ
し
ま
す
の
で
、

左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共

済
機
構 

林
業
退
職
金
共
済
事
業

本
部

　
　
蕁
０
３
―
６
７
３
１
―
２
８
８
７

 
 

高
知
県
林
業
退
職
金
共
済
事
業
団

　
　
蕁
０
８
８
―
８
７
５
―
８
１
２
８

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
、
通
信
制
の
高
等

学
校
普
通
科
、
お
よ
び
生
涯
学
習
通
信

講
座
の
生
徒
・
受
講
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
ま
ず
は
、
無
料
の
案
内
書
を
ご

請
求
く
だ
さ
い
。

　
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

　
　
蕁
０
４
２
―
５
７
２
―
３
１
５
１

　
　
案
内
書
請
求
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
薔
０
１
２
０
―
０
６
―
８
８
８
１

　
高
知
県
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成

２５

年
４
月
に
採
用
す
る
小
学
校
、
中
学
校
、

高
等
学
校
お
よ
び
特
別
支
援
学
校
の
臨

時
教
員（
常
勤
講
師
・
非
常
勤
講
師
）を

募
集
し
ま
す
。

資
格

採
用
時
に
お
い
て
有
効
な
教
員
免
許
状

（
臨
時
免
許
状
を
含
む
）を
有
す
る
方

願
書
・
募
集
要
項
配
布
場
所

高
知
県
教
育
委
員
会
事
務
局 

教
職
員
・

福
利
課
、
各
教
育
事
務
所
、
市
町
村
教

育
委
員
会
事
務
局
な
ど

※
県
教
委
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

応
募
方
法

募
集
要
項
の
「
応
募
の
手
順
」
に
従
っ

て
、
志
願
書
、
志
願
者
調
査
票
、
申
告

書
な
ど
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限

平
成

２５
年
３
月
４
日（
月
）

※
年
度
途
中
の
採
用
に
つ
い
て
は
、
３

月
５
日（
火
）以
降
も
受
け
付
け
ま
す
。

 
 
 

高
知
県
教
育
委
員
会
事
務
局

　
　
　
教
職
員
・
福
利
課 

人
事
企
画
担
当

蕁
０
８
８
―
８
２
１
―
４
９
０
３

HP  http://w
w

w
.pref.kochi.lg.jp

　/soshiki/310601/

お
知
ら
せ

第
１１
回
 

幡
多
ふ
れ
あ
い
医
療

公
開
講
座

林
業
退
職
金
共
済
制
度（
林
退
共
）

か
ら
の
お
知
ら
せ

震
災
に
強
い
人
・
地
域
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
講
演
会

まちの掲示板まちの掲示板

問

問問

問

募
 

集

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
　
生
徒
募
集
中
！

高
知
県
公
立
学
校 

臨
時
教
員
募
集

申
・
問

今
学
期
か
ら
「
情
報
コ
ー
ス
」
新
設
！

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
放
送（
Ｂ
Ｓ
デ
ジ

タ
ル
２
３
１

ｃｈ
・
５
３
１

ｃｈ
）や
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
通
し
て
学
べ
る
通
信
制
の
大
学
で

す
。
教
育
・
福
祉
・
心
理
・
政
治
・
経
済
・
法

律
・
歴
史
・
文
学
・
自
然
科
学
の
幅
広
い
分

野
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
学
び
た
い

意
欲
が
あ
れ
ば
、誰
で
も
入
学
で
き
ま
す
。

◆
１５
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、
在
学
期
間
が

半
年
・
１
年
の
選
科
履
修
生
・
科
目

履
修
生
と
し
て
入
学
で
き
ま
す
。

◆
１８
歳
以
上
で
大
学
入
学
資
格
を
お
持

ち
の
方
は
、
在
学
期
間
が
最
長

１０
年

の
全
科
履
修
生
と
し
て
入
学
で
き
、

４
年
以
上
在
学
し
１
２
４
単
位
を
修

得
し
卒
業
す
る
と
、
学
士
（
教
養
）

の
学
位
を
取
得
で
き
ま
す
。

※
い
ず
れ
も
入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
た
だ
い
ま
、
４
月
入
学
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
資
料
請
求
や
お
問
い
合
わ

せ
は
左
記
ま
で
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

出
願
期
限

平
成

２５
年
２
月

２８
日（
木
）必
着

　
 

放
送
大
学
高
知
学
習
セ
ン
タ
ー

蕁
０
８
８
―
８
４
３
―
４
８
６
４

放
送
大
学
　
４
月
生
募
集

問
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まちの掲示板まちの掲示板

　
高
知
県
で
は
、「
素
敵
な
出
会
い
が

あ
れ
ば
、
そ
ろ
そ
ろ
結
婚
…
」
と
考
え

て
い
る
方
を
応
援
す
る
た
め
、
独
身
者

の
「
出
会
い
の
場
と
な
る
」
イ
ベ
ン
ト

や
、
婚
活
サ
ポ
ー
タ
ー
な
ど
の
情
報
を

タ
イ
ム
リ
ー
に
お
知
ら
せ
す
る
メ
ル
マ

ガ
を
配
信
し
て
い
ま
す
。

※
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
入
手
し
た
時
点
で

随
時
配
信
し
ま
す
。

登
録
方
法

【
パ
ソ
コ
ン
か
ら
】
高
知
県
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の「
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
」か
ら
登
録

http://w
w

w
.pref.kochi.lg.jp/m

ailm
aga/

【
携
帯
か
ら
】kochi-deaiouen@

ken3.
pref.kochi.lg.jp

あ
て
に
空
メ
ー
ル
を

送
信

※
右
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
とw

ebm
aster

　@
ken4.pref.kochi.lg.jp

（
登
録
確
認

メ
ー
ル
）
を
受
信
で
き
る
よ
う
に
設

定
し
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
う
ち
出
会
い
の
き
っ
か
け
応
援
サ

イ
ト
（http://w

w
w

.pref.kochi.lg.jp/̃
deaiouen/

）
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 
 

高
知
県
地
域
福
祉
部
少
子
対
策
課

　
 
蕁
０
８
８
―
８
２
３
―
９
７
１
７

イベント・講座・サークル情報イベント・講座・サークル情報イベント・講座・サークル情報イベント・講座・サークル情報
■「 I believe in yesterday」
　 清藤志乃イラストレーション展
　黒潮町佐賀在住の清藤志乃さんが描いた
イラストを展示します。ポストカードの販売も。
日　時：12月5日（水）～15日（土）
　　　　10：00～18：00
　　　　※最終日は13：00まで
　　　　　（月・火曜日休館）
場　所：ワークギャラリー芸農人
　　　　（サンシャインami内）
入場料：無料
　　NPO芸農人事務局
　　蕁090－4971－7339（矢野）
※12月5日（水）～28日（金）まで「野のリ

ース展」も開催し、展示販売します。

問

「
こ
う
ち
出
会
い
の
き
っ
か
け

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
」
登
録
者
募
集

問

キ
ャ
ン
ド
ル
ち
ゃ
ん

■大方高校＆幡多農業高校
　「クリエコスマス☆」
　高校生と一緒に環境のことを考えながら、
クリスマスを楽しく過ごしませんか？
　地域の皆さんのご参加を、楽しみにお待
ちしております。
日　時：12月21日（金）　
　　　　17：00～19：00
場　所：土佐入野駅＆中村駅
内　容：☆廃油キャンドルの設置
　　　　☆流木ツリー＆流木オブジェ
　　　　☆クリスマス列車
　　　　☆豚汁＆ぜんざいのサービス
　　高知県立大方高等学校
　　蕁43－1079（中村）

■「若山楮蒸し剥ぎイベント」
　若山楮復活4年目。今年も蒸し剥ぎイベン
トを行います。同時開催の「さが谷三里マー
ケット」もおいしいものなどいろいろ取り揃
えています。子どもからお年寄りまで楽しめ
ますので、ぜひご参加ください。

日　時：12月16日（日）9：00～16：00
体験開始時間：
　　　①9：00　②11：00　③14：00
場　所：土佐佐賀温泉こぶしのさと（拳ノ川2161）
参加費：無料
　　黒潮町佐賀北部地域協議会
　　「若山楮産地拡大プロジェクト」
　　蕁43－2113（役場 産業推進室内）

問

こうぞ は

問
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Ｆ
Ｃ
ボ
ン
バ
ー
ズ
中
土
佐

（
Ａ
組
１
位
）

大
方
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
Ａ

（
Ａ
組
１
位
）

伊
与
喜
・
田
野
々
Ｊ
Ｖ
Ｂ
Ｃ

（
１
組
１
位
）

清
流
ジ
ュ
ニ
ア

（
Ａ
組
１
位
）

まちの掲示板まちの掲示板

１０
月
、
黒
潮
町
内
で
は
、
教
育
委
員
会
と
地
元
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
共
催
で
、
町
内
外
の

チ
ー
ム
が
参
加
し
て
サ
ッ
カ
ー
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
大
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
結
果
を
ご
報
告
し
ま
す
。

黒潮カップ少年サッカー大会
10月6日踞～7日跣 土佐西南大規模公園佐賀地区グラウンド

十
津
三
里
Ｆ
Ｃ
ブ
ル
ー

（
Ｂ
組
１
位
）

中
村
南
少
年
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
Ａ

（
Ｃ
組
１
位
）

窪
川
少
年
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル

（
Ｄ
組
１
位
）

2 1

2 0

1

1 0

2

優　勝
ＦＣボンバーズ中土佐

3位　十津三里

3年生以下の部【決勝トーナメント】 6年生以下の部【決勝トーナメント】

くろしお杯球技大会　ソフトボール
10月20日踞～21日跣 土佐西南大規模公園多目的グラウンドなど

東
津
野
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

（
Ｂ
組
２
位
）

咸
陽
・
松
田
川
Ｓ
Ｃ

（
Ｃ
組
１
位
）

オ
ー
ル
四
万
十

（
Ｃ
組
２
位
）

1 8

1 5 1 2

0 8

11 5 0 9 0 1

十
川
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

（
Ａ
組
２
位
）

窪
川
ワ
イ
ル
ド
ボ
ー
イ
ズ

（
Ｄ
組
１
位
）

東
又
ジ
ュ
ニ
ア
ー
ズ

（
Ｃ
組
２
位
）

本
山
町
桜
ジ
ュ
ニ
ア

（
Ｄ
組
１
位
）

優　勝
本山町桜ジュニア

【決勝トーナメント】

大
方
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
Ｂ

（
Ｂ
組
１
位
）

佐
賀
少
年
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
Ａ

（
Ｂ
組
２
位
）

宿
毛
Ｆ
Ｃ

（
Ｃ
組
１
位
）

7 0

3 0

0

1 2

3

優　勝
大方フットボールクラブA

3位　佐賀A

くろしお杯球技大会　バレーボール
10月20日踞～21日跣 土佐西南大規模公園体育館など

中
村
ジ
ュ
ニ
ア

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

（
４
組
１
位
）

大
篠
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

（
２
組
１
位
）

20

0 2 2 0

優　勝
中村ジュニアバレーボールクラブ

小学校の部【決勝トーナメント】

※今年は中学校の部なし。

佐
賀
Ｊ
Ｖ
Ｃ

（
３
組
１
位
）

11－21
12－21

21－10
21－12

14－21
20－22

秋
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会

※
太
字
は
町
関
係
チ
ー
ム

く
ろ
し
お
ス
ポ
ー
ツ
！
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（
１０
月

２１
日
／
春
野
陸
上
競
技
場
）

　
大
方
Ｊ
Ａ
Ｃ
が
出
場
し
ま
し
た
。

◆
２
年
男
子
５０
ｍ

秋
田
健
生（
入
野
小
）
　
４
位 

９
秒

１７

◆
５
・
６
年
男
子
走
高
跳

中
澤
龍
世（
入
野
小
）
４
位 

１
ｍ

２６
㎝

宮
川
竜
一（
入
野
小
）
８
位 

１
ｍ

１７
㎝

◆
５
・
６
年
男
子
１
０
０
０
ｍ

北
川
文
太（
南
郷
小
）３

位 

３
分

２１
秒

４４

桜
内
新
也（
中
村
南
小
）

７
位 

３
分

２６
秒

０１

◆
５
・
６
年
女
子
走
高
跳

中
平
歩
菜（
田
ノ
口
小
）７

位 

１
ｍ

１７
㎝

◆
５
・
６
年
男
子
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー

川
田
優
太（
田
ノ
口
小
）・
宮
川
竜
一
・

中
澤
龍
世
・
北
川
文
太 

５
位 

５９
秒

９１

（
１１
月
３
日
／
宿
毛
陸
上
競
技
場
）

 

今
シ
ー
ズ
ン
最
後
の
競
技
会
。
大
方

Ｊ
Ａ
Ｃ
の
子
ど
も
た
ち
が
１
年
間
の
練

習
の
成
果
を
十
二
分
に
発
揮
し
、
自
己

記
録
を
更
新
す
る
と
と
も
に
、
多
く
の

好
成
績
を
上
げ
ま
し
た
。

◆
１
年
男
子
５
０
ｍ

中
澤
虎
太
郎（
入
野
小
）
４
位 

９
秒

９６

◆
２
年
男
子
５
０
ｍ

秋
田
健
生（
入
野
小
）
　
６
位 

９
秒

１６

◆
６
年
男
子
１
０
０
ｍ

北
川
文
太（
南
郷
小
）
　
１
位 

１４
秒

５３

宮
川
竜
一（
入
野
小
）
　
２
位 

１５
秒

２７

川
田
優
太（
田
ノ
口
小
）
３
位 

１５
秒

３４

中
澤
龍
世（
入
野
小
）
　
４
位 

１５
秒

６８

◆
６
年
男
子
走
高
跳

中
澤
龍
世
　
　
　
　
　
１
位 

１
ｍ

３０
㎝

宮
川
竜
一
　
　
　
　
　
２
位 

１
ｍ

２０
㎝

◆
３
年
男
子
走
幅
跳

篠
田
侑
希（
入
野
小
）
２
位 

２
ｍ

９４
㎝

◆
５
・
６
年
男
子
１
０
０
０
ｍ

北
川
文
太
　
　
　
　
２
位 

３
分

２０
秒

７２

池
田
一
樹（
入
野
小
）８

位 

３
分

４６
秒

２４

◆
１
〜
４
年
男
子
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー

松
田
莉
空（
南
郷
小
）・
宮
川
遥
生（
入

野
小
）・
篠
田
侑
希
・
松
本
尊
広（
伊
田

小
）
　
　
　
　
　
　
　
　
６
位 

７２
秒

９５

◆
４
年
女
子
１
０
０
ｍ

徳
広
理
紗（
田
ノ
口
小
）
４
位 

１６
秒

６７

松
下
千
登
世（
伊
田
小
）
７
位 

１６
秒

９１

川
田
麻
鈴（
田
ノ
口
小
）
８
位 

１７
秒

２８

◆
６
年
女
子
１
０
０
ｍ

小
橋
み
な
み（
入
野
小
）
６
位 

１５
秒

９７

中
平
歩
菜（
田
ノ
口
小
）
７
位 

１６
秒

００

松
本
遥
果（
伊
田
小
）
　
８
位 

１６
秒

０２

◆
５
・
６
年
女
子
８０
ｍ
ハ
ー
ド
ル

松
本
遥
果
　
　
　
　
　
　
６
位 

１７
秒

２４

◆
４
年
女
子
走
幅
跳

川
田
麻
鈴
　
　
　
　
　
２
位 

２
ｍ

９３
㎝

松
下
千
登
世
　
　
　
　
３
位 

２
ｍ

８９
㎝

徳
広
理
紗
　
　
　
　
　
７
位 

２
ｍ

６９
㎝

◆
６
年
女
子
走
幅
跳

酒
井
優
衣
奈（
入
野
小
）６
位 
２
ｍ

８５
㎝

◆
６
年
女
子
走
高
跳

中
平
歩
菜
　
　
　
　
　
１
位 

１
ｍ

１５
㎝

小
橋
み
な
み
　
　
　
　
２
位 

１
ｍ

１５
㎝

◆
５
・
６
年
女
子
１
０
０
０
ｍ

秋
田
ま
お（
入
野
小
）６

位 

３
分

４４
秒

４２

徳
広
百
香（
田
ノ
口
小
）

８
位 

３
分

４６
秒

２４

◆
１
〜
４
年
女
子
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー

川
田
麻
鈴
・
徳
広
理
紗
・
野
並
令
弥（
入

野
小
）・
松
下
千
登
世
　
３
位 

６９
秒

８０

◆
５
・
６
年
女
子
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー

中
平
歩
菜
・
小
橋
み
な
み
・
徳
広
百
香
・

松
本
遥
果
　
　
　
　
　
　
３
位 

６２
秒

３９

まちの掲示板まちの掲示板

第
２９
回
高
知
県
小
学
生
陸
上

競
技
大
会

第
２４
回
幡
多
地
区
小
学
生
陸
上

競
技
大
会

有料広告

チャレンジショップ 出店者大募集！
　初めて開店される方・業種業態の転換をお考えの方などを対
象に半年間、お試し営業していただくお店です。天神橋商店街
が万全の態勢でサポートするから心強い！

【お問い合わせ先】
四万十市中村天神橋54
ちゃれんじshopTJB事務局
TEL/FAX 0880－35－2019
担当：田中・深瀬

【応募資格】
・卒業後、天神橋商店街に新

規開業する意欲のある方
・原則として、小売業を行わ

れる方

※詳細はお気軽にお問い合わ
せください。



濟
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１０
月
８
日
か
ら

１４
日
ま
で
の
１
週
間
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド（
以
下
「
Ｎ
Ｚ
」
）

の
フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
中
学
校
よ
り
生

徒
１３
人
、
引
率
者
４
人
、
計

１７
人
の
訪

問
団
が
来
町
し
ま
し
た
。
黒
潮
町
の
美

し
い
自
然
を
満
喫
し
、
海
と
の
関
わ
り

が
深
い
独
特
の
文
化
を
体
験
。
中
学
生

を
は
じ
め
、
元
気
な
黒
潮
町
の
住
民
と

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
町
内
中
学
生
の
Ｎ
Ｚ
派
遣
事
業
は
毎

年
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
Ｎ
Ｚ
か
ら
の

訪
問
を
受
け
る
の
は
５
年
ぶ
り
。
黒
潮

町
に
な
っ
て
か
ら
は
初
め
て
で
す
。
し

ば
ら
く
来
町
が
途
絶
え
て
い
た
た
め
一

方
通
行
の
国
際
交
流
で
し
た
が
、
今
回

の
来
町
に
よ
り
、
黒
潮
町
を
肌
で
感
じ

て
い
た
だ
き
、
よ
り
深
い
相
互
理
解
が

実
現
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　
在
町
中
、
訪
問
団
は
黒
潮
町
内
の
家

庭
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
。
日
本
の
食
文
化
、

生
活
習
慣
を
体
験
し
、
日
本
の
家
族
の

一
員
と
し
て
過
ご
し
ま
し
た
。
受
け
入

れ
を
し
た
家
庭
か
ら
は
、「
子
ど
も
が

英
語
に
ま
す
ま
す
興
味
を
も
っ
た
」「
楽

し
く
て
あ
っ
と
い
う
間
の
１
週
間
だ
っ

た
」「
次
回
も
受
け
入
れ
を
し
た
い
」
と

い
う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
帰
国
後
、
引
率
の
先
生
か
ら
、「
黒

潮
町
の
人
た
ち
の
お
も
て
な
し
に
感
謝

し
て
い
る
」「
帰
国
後
す
ぐ
だ
が
来
年

の
黒
潮
町
へ
の
研
修
旅
行
を
計
画
し
て

い
る
」と
メ
ー
ル
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
い
た
ご
家

庭
、
塩
作
り
や
タ
タ
キ
作
り
、
茶
道
の

体
験
を
し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
交
 

流
の
機
会
を
設
け
て
い
た
だ
い
た
学
校

関
係
者
の
方
々
な
ど
、
多
大
な
ご
協
力

を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
生
涯
学
習
係
）

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
訪
問
団
来
町

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
訪
問
団
来
町

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
訪
問
団
来
町
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（
●
の
日
が
休
館
日
で
す
。
）

大
方
図
書
館

あたらしくはいった本紹介
●水のかたち　上・下　　　　　　　　　　宮本　　輝／著
●母性　　　　　　　　　　　　　　　　　湊　かなえ／著
●いじめられている君へ　いじめている君へ　いじめを見ている君へ�
●子どものための「ケータイルールブック」　目代　純平／著
●拉致と決断　　　　　　　　　　　　　　蓮池　　薫／著
●低線量汚染地域からの報告　　　　　　　馬場　朝子／著
●ハウスキーピングブック�
●シルバー川柳�
●メガネをかけたら　　　　　　　　　　　くすのきしげのり／著
●よるくま　クリスマスのまえのよる　　　酒井　駒子／著

佐
賀
図
書
館

12月
日 月 火 水 木 金 土
笊 1 2 3 1 2 1
笆 3 4 5 6 7 8

1月
日 月 火 水 木 金 土
笊 1 笊 笆 笳 笘 5
笞 7 8 9 10 11 12

笶 10 11 12 13 笋 15
筅 17 18 19 20 21 22
筬 筮 25 26 27 箍 箜
箚 箋 25 26 27 箍 箜

12月
日 月 火 水 木 金 土
笊 1 2 3 1 2 1
2 笳 4 5 6 7 8

1月
日 月 火 水 木 金 土
笊 1 笊 笆 笳 笘 5
6 笵 8 9 10 11 12

9 筐 11 12 13 笋 15
16 筵 18 19 20 21 22
筬 筮 25 26 27 箍 箜
箚 箋 25 26 27 箍 箜

○お問い合わせ　本庁 まちづくり課 水道係　蕁43－2114（直通）

月

12

1

日
17～23
24～28

29
30
31
1
2
3

4～6
07～13

大 方 地 域 佐 賀 地 域
前 田 電 工
吉 本 水 道
大方設備センター
中村住設大方営業所
前 田 電 工
吉 本 水 道
大方設備センター
中村住設大方営業所
前 田 電 工
吉 本 水 道

平 野 住 設
河 野 電 機 設 備
野 村 企 画 設 備
道 倉 水 道
平 野 住 設
河 野 電 機 設 備
野 村 企 画 設 備
道 倉 水 道
平 野 住 設
河 野 電 機 設 備

山 本 建 設 ㈱
㈱ 土 居 建 設
㈲ 弘 瀬 建 設
山 本 建 設 ㈱
㈱ 土 居 建 設
㈲ 弘 瀬 建 設
山 本 建 設 ㈱
㈱ 土 居 建 設
㈲ 弘 瀬 建 設
山 本 建 設 ㈱

拳 ノ 川 住 設
谷 口 水 道

拳 ノ 川 住 設
谷 口 水 道

拳 ノ 川 住 設
谷 口 水 道

拳 ノ 川 住 設

〈水道給水工事指定店 当番一覧表〉

● 当番店の連絡先・所在地　　※当番日以外でも要請があった場合には対応します。
電話番号

店　　名 住　　所
事務所

電話番号
店　　名 住　　所

事務所自　宅 自　宅

大 方 設 備 セ ン タ ー

河 野 電 機 設 備

中村住設大方営業所

野 村 企 画 設 備

平 野 住 設

前 田 電 工

道 倉 水 道

43－1420

43－1022

43－0211

43－4665

44－1513

43－1149

43－2096

43－1483

43－2061

44－1117

43－1546

入野769

入野2878

出口372－2

田野浦1593

伊田2100

入野1574

浮鞭3558－8

吉 本 水 道

拳 ノ 川 住 設

谷 口 水 道

㈱ 土 居 建 設

㈲ 弘 瀬 建 設

山 本 建 設 ㈱

43－2024

55－7371

55－2316

55－2133

55－2121

55－3141

55－7114

55－2363

55－2076

入野544－4

拳ノ川1781

佐賀2773

伊与喜43－5

佐賀1990

佐賀2988

◆
開
館
時
間

【
大
方
図
書
館
】

　
火
〜
金

　
　
午
前
１０
時
〜
午
後
６
時

　
土
・
日

　
　
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

【
佐
賀
図
書
館
】

　
月
〜
金

　
　
午
前
１０
時
〜
午
後
６
時

　
※
午
後
１
時
〜
２
時
ま
で
閉
館

　
土

　
　
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

◆
貸
出
冊
数
・
期
間

　
本

　
　
一
人
５
冊
・
２
週
間

　
雑
誌

　
　
一
人
３
冊
・
２
週
間

　
ビ
デ
オ
・
C
D
・
D
V
D

　
　
一
人
２
点
・
１
週
間

※
返
却
期
限
は
お
守
り
く
だ
さ
い
。

返
却
期
限
を
過
ぎ
る
と
督
促
を

行
い
、
そ
の
後
貸
出
停
止
の
処

理
を
行
い
ま
す
。

★
借
り
た
本
や
ビ
デ
オ
な
ど
を
紛

失
や
破
損
し
た
場
合
は
、弁
償
し

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

返
却
す
る
と
き

・
大
方
・
佐
賀
ど
ち
ら
の
図
書
館

で
も
返
却
が
で
き
ま
す
。

・
休
館
日
に
返
却
す
る
時
は
、各

図
書
館
に
あ
る
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト

に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

・
ビ
デ
オ
・
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
、で
き

る
だ
け
開
館
時
の
受
付
窓
口
へ

返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ

　
大
方
図
書
館

　
蕁
4
3
―
2
1
1
0（
直
通
）

　
佐
賀
図
書
館

　
蕁
5
5
―
3
1
5
0（
直
通
）

　http://akatsuki.town.kuroshio.lg.jp 

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

灯2012 キャンドルナイト in akatsuki
　大方あかつき館内外に色とりどりのキャンドルを灯し、
冬の夜を暖かな灯りに包まれて思い思いの時間を過ごし
てもらう『キャンドルナイト』を下記のとおり行います。
暖かい服装でぜひお越しください。お待ちしています。

日　時：12月15日（土）・16日（日）
　　　　日没～午後9時頃
場　所：大方あかつき館　　拝観料：無料
駐車場：ふるさと総合センター駐車場をご利用ください。
※雨天の場合、屋外での点灯は中止となる場合があります。

○お問い合わせ　大方図書館　蕁43－2110

絵本の読み聞かせに参加してみませんか
図書館では、ボランティアの方の協力を頂き、下記のとお
り絵本の読み聞かせを行っています。参加料は無料です。
絵本や紙しばいなどをたくさん用意してお待ちしています。
お子さんと一緒にぜひお越しください。

大方・佐賀図書館

大方図書館 佐賀図書館

日
　
時

毎月第1・第2・第3日曜日
10：30頃～11：00頃
※絵本ルームで行っています。
上記時間内は、読み聞かせ以
外の出入りはご遠慮ください。

毎月第1・第3金曜日
10：30頃～11：30頃
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く
ろ
し
お
っ
子
を
紹
介
し
ま
す
！

く
ろ
し
お
っ
子
を
紹
介
し
ま
す
！

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

町
内
在
住
の
子
ど
も
た
ち
を
、
お
家
の
方
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
い
っ
し
ょ
に
紹
介
し
ま
す
。

【
写
真
募
集
中
！
】
子
ど
も
た
ち
の
成
長
の
記
念
に
写
真
を
掲
載
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

左
記
ま
で
写
真
（
デ
ジ
カ
メ
の
場
合
は
デ
ー
タ
）
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ
　
本
庁 

総
務
課 

企
画
振
興
係
　
蕁
４
３
―
２
１
７
７（
直
通
）

　
早
い
も
の
で
、
も
う

１２
月
。
あ
と
ひ

と
月
で
今
年
も
終
わ
り
で
す
ね
。
規
則

正
し
い
生
活
と
　
食
生
活
の
偏
り
を
防

い
で
、
健
康
管
理
に
留
意
し
ま
し
ょ
う
。

★
お
で
か
け
広
場

　
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

・
４
日（
火
）作
っ
て
遊
ぼ
う

・
１１
日（
火
）作
っ
て
遊
ぼ
う

・
１８
日（
火
）ふ
れ
あ
い
遊
び

　
場
所
／
佐
賀
保
育
所
一
時
保
育
室

★
い
っ
し
ょ
に
遊
ぼ
う

　
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

・
５
日（
水
）作
っ
て
遊
ぼ
う

・
１２
日（
水
）作
っ
て
遊
ぼ
う

・
２１
日（
金
）ク
リ
ス
マ
ス
会
・
誕
生
会

　
※

１２
日（
水
）ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
２６
日（
水
）ふ
れ
あ
い
遊
び

　
場
所
／
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

★
第
５
回
『
子
育
て
講
座
』

・
６
日（
木
）午
前
１０
時
３０
分
〜
正
午

　
場
所
／
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
内
容
／
乳
幼
児
期
の
歯
み
が
き

　
講
師
／
歯
科
衛
生
士
　
　
　
　

堀
　
志
緒
里
さ
ん

　
※
歯
ブ
ラ
シ・コ
ッ
プ
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

○
お
問
い
合
わ
せ

　
 

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
大
方
中
央
保
育
所
内
）

　
　
蕁
４
３
―
０
５
１
２（
直
通
）

１２
月
の
予
定

s
o
m

u
@

to
w

n
.ku

ro
s
h
io

.lg
.jp 西村　玲音くん

≪お詫びと訂正≫

〈平成24年6月26日生まれ〉

元気いっぱい大きくなっ
てね!!〈ママより〉

れ お

坂本　透波くん
〈平成24年4月6日生まれ〉

いっぱい食べて、大きくなって
ね蟋お姉ちゃんと仲良くして
ね蟋〈父ちゃん・母ちゃんより〉

と なみ

るう と

11月号に掲載したお子さ
んのお名前に誤りがありま
した。お詫びして訂正します。

西村　桜晴くん
〈平成24年3月6日生まれ〉

おとうふをたくさん食べ
て大きくなってね。

〈おとうふ屋さんのママより〉

せいおうこう

ハジィフ 琉馬 マーカスくん
〈平成21年7月8日生まれ〉

兄ちゃん、姉ちゃんに負け
ず、大きくなあれ！〈ママより〉

まりゅう

松岡　　虹くん
〈平成24年4月4日生まれ〉

お空にかかる虹のようにみんな
に笑顔を与えられたらいいね♪
好きなことをみつけていーっぱ
い楽しんで！〈チチ・ハハより〉

【正】谷　琉叶くん（写真右）

　
次
の
と
お
り
黒
潮
町
職
員
の
採
用
資

格
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

試
験
区
分
な
ど

土
木
技
術
職
（
主
に
土
木
の
技
術
的
事

務
に
従
事
し
ま
す
）

受
験
資
格
　

昭
和

５２
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
７
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

採
用
予
定

平
成

２５
年
４
月
１
日（
日
）
若
干
名

受
付
期
限
　

１２
月

２１
日（
金
）

試
験
日
時

平
成

２５
年
１
月

１３
日（
日
）
午
前

１０
時
〜

試
験
会
場

黒
潮
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
２
階
　

健
康
研
修
室（
本
庁
前
）

注
意
事
項
　

　
こ
の
試
験
は
、
平
成

２５
年
４
月
１
日

か
ら
平
成

２６
年
３
月

３１
日
ま
で
の
間
の
、

採
用
資
格
を
獲
得
す
る
た
め
の
試
験
で

す
。
資
格
を
有
す
る
方
の
中
か
ら
必
要

に
応
じ
て
採
用
し
ま
す
の
で
、
試
験
に

合
格
し
て
も
、
採
用
さ
れ
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

総
務
課 

行
政
人
事
係

　
　
蕁
４
３
―
２
１
１
２（
直
通
）

職
員
採
用
資
格
試
験
の
お
知
ら
せ

（
土
木
技
術
職
）


